
　「今
年
は
大
雪
だ
。」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
長
続
き
せ
ず
に
今
度
は
10

年
に
1
度
レ
ベ
ル
の
「
高
温

予
報
」。
そ
の
予
報
ど
お
り

師
走
と
は
思
え
な
い
日
々
が

続
き
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　昨
年
は
コ
メ
騒
動
、
大
阪

万
博
、
統
計
開
始
以
降
最
も

暑
か
っ
た
夏
、
そ
し
て
ク
マ

騒
動
な
ど
多
く
の
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
ク
マ
に
つ
い

て
は
本
市
に
お
い
て
も
10
月

に
県
内
初
の
緊
急
銃
猟
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
新
潟
県
猟

友
会
が
導
入
し
た
独
自
の
技

能
認
定
制
度
の
情
報
を
、
市

町
村
と
共
有
で
き
た
た
め
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
た
一
因

で
あ
り
ま
し
た
。
ク
マ
と
言

え
ば
「
パ
ン
ダ
」
も
ク
マ
科
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
発
行
日
で

あ
る
1
月
25
日
が
最
後
の
観

覧
日
。
半
世
紀
以
上
に
渡
り

私
た
ち
に
笑
顔
を
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
し

が
ら
み
を
抜
き
に
し
て
、
再

び
笑
顔
を
届
け
て
も
ら
え
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（古
田
島

　丞
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

小
出
島

　坂
本
う
ら
ら
さ
ん

古
新
田

　井
口

　史
男
さ
ん

　22
年
前
、
中
越
大
地
震
の
年
に
魚
沼
市

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
平
成
22
年
か
ら
魚
沼
市

自
然
環
境
保
全
調
査
活
動
の
一
員
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
御
さ
ん
と
一

緒
に
調
査
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
は

チ
ョ
ウ
担
当
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
目

を
輝
か
し
て
昆
虫
を
追
う
姿
は
、
私
に
元

気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　残
念
な
が
ら
、
最
近
の
気
候
変
動
で
暑

す
ぎ
、
チ
ョ
ウ
の
サ
ナ
ギ
の
中
身
が
空
っ

ぽ
に
な
る
現
象
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
生

物
の
生
活
域
も
変
化
し
、
15
年
の
間
に
中

越
付
近
が
北
限
だ
っ
た
チ
ョ
ウ
が
青
森
あ

た
り
ま
で
北
上
し
た
り
、
南
方
が
原
産
地

の
チ
ョ
ウ
（
特
定
外
来
生
物
）
が
今
年
魚

沼
市
で
13
頭
捕
獲
さ
れ
、
す
で
に
定
着
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　自
然
豊
富
な
魚
沼
市
で
、「
森
林
・
林

緑
や
雑
木
林
、
草
原
や
農
地
、
湿
原
や
池

な
ど
の
環
境
に
適
応
し
た
生
物
、
そ
の
中

で
目
を
輝
か
し
て
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
」、
こ
の
姿
と
魚
沼
の
自
然
は
、
私

た
ち
が
後
世
に
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

本
当
に
大
切
な
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
度
、
熊
本
県
か
ら
魚
沼
へ
移
住
し

て
き
ま
し
た
。

　移
住
を
決
め
た
際
、
周
囲
か
ら
は
様
々

な
心
配
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て

は
自
然
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し
は
四
季
の
変

化
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
季
節
ご
と
に
違

っ
た
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
山
菜

採
り
や
、
雪
・
川
遊
び
な
ど
季
節
ご
と
に

楽
し
め
る
こ
と
が
多
く
娘
と
の
楽
し
み
が

増
え
ま
し
た
。

　昨
年
の
４
月
に
越
し
て
き
て
か
ら
は
予

想
ど
お
り
の
地
域
の
方
々
の
温
か
さ
や
、

の
び
の
び
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
に

日
々
感
動
し
て
い
ま
す
。

　冬
の
厳
し
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す

が
、
自
然
の
恵
み
や
人
の
温
か
さ
に
支
え

ら
れ
た
魚
沼
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

令和7年
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ま
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沼
の
自
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た
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火
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　魚沼の豪雪は雪解け水となり、地表を流れ
て沢・川を形成し、魚沼の大地を潤す。大地
に染み込んだ水はブナをはじめとする樹木が
保水し、ゆっくりと大地に染み込み、数年か
けて湧水（軟水）として地表に潤いを与える。
　生物の命をつなぎ、人々の生活を支える豊
かな水は、魚沼の宝です。雪は天からの恵み。

魚沼の自然を支える雪と水魚沼の自然を支える雪と水
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・中学生議会を開催しました
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C o n t e n t s

守門岳の大雪庇

峠のブナの新緑荒沢岳の万年雪（10月）

大平の湧水（軟水） 光を求めるフキノトウ

謹
賀
新
年

魚沼市議会ホームページは でご覧になれます。魚沼市議会 検索 令和8年1月25日発行

発行／魚沼市議会　　発行責任者／志田　貢　　住所／〒946-8601 新潟県魚沼市小出島910番地
TEL／025-793-7444　　FAX／025-792-1260　　Ｅメール／gikaizimu@city.uonuma.lg.jp

魚沼市議会事務局

gikaizimu@city.uonuma.lg.jp
写真を添付のうえ、

メールにてお送りください。

　魚沼市議会では、議会だよりの表紙に「魚沼の宝」シリー
ズとして、魚沼市が将来に残していきたい景観や、魚沼の
歴史・文化・魅力が伝わる写真を掲載しています。
　このたび、「魚沼の宝」シリーズに使用する写真を市民
の皆さまから公募いたします。
　四季折々の美しい風景、日常の中でふと心に残る風景、
地域に受け継がれてきた文化や営みなど、「これこそ魚沼
の宝だ」と感じる一枚を、ぜひご応募ください。
　皆さま一人ひとりの視点で切り取られた写真が、魚沼の
魅力を次の世代へ伝える力になります。
　たくさんのご応募をお待ちしております。

応 募 方 法

メールアドレス

魚沼市議会
表紙写真を公募します。

だよりの
表紙写真を公募します。

だよりの魚沼市議会

魚沼市の宝シリーズ③魚沼市の宝シリーズ③

おおひらおおひら
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新 年の挨拶

議長　志田　貢

　令和７年第４回定例会が12月１日から12月22日の22日間の会期で開催されました。議会初日に、専決処分（一般
会計補正予算（第６号））、一般会計補正予算（第７号）を可決し、人権擁護委員候補者の推薦、固定資産評価審査委
員会委員の選任について同意しました。
　12月３日と４日には、15人の議員が一般質問を行いました。
　最終日には、追加の議案も含め、各委員会付託の議案は、いずれも原案のとおり可決されました。また、請願２件
と陳情１件が採択され意見書３件を可決しました。

第４回定例会報告第４回定例会報告

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

専決処分の承認を求めるこ
とについて
（専決第16号令和７年度魚沼市
一般会計補正予算（第６号））

362億6,000万円 260万円 362億6,260万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

＜歳入＞歳出事業費の追加に充てる財源として、財政調整
基金繰入金の追加
＜歳出＞弁護士委託料及び弁護士費用補助金の追加

令和７年度魚沼市一般会計
補正予算（第８号）

367億8,800万円 10億80万円 377億8,880万円

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源とした、
プレミアム付商品券事業、中小企業等エネルギーコスト対策設
備更新事業、省エネルギー家電等入替促進事業、農業用肥料等
高騰対策支援事業、子ども1人当たり2万円給付の物価高対応子
育て応援手当の実施に係る関連経費、アーバンベア捕獲緊急支
援対策、人事異動及び新潟県人事委員会勧告による一般職員給
与費等の調整及び会計年度任用職員の給与改定に伴うもの

新潟県人事委員会勧告による一般職員給与費等の調整、過
年度交付金精算による償還金確定による追加など

人事異動及び人事院勧告による給与費の調整、介護予防ケ
アマネージメント事業に係る負担金の追加など

給与費に充当する企業会計費用分

職員の給与改定に伴うもの

令和７年度魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

32億3,500万円 2,260万円 32億5,760万円

令和７年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

50億3,310万円 270万円 50億3,580万円

職員の給与改定及び人事異動に伴うもの

17億700万円 ▲250万円 17億450万円

令和７年度魚沼市
病院事業会計補正
予算（第２号）

収益的収入 11億1,600万円 50万円 11億1,650万円

収益的支出

令和７年度魚沼市
ガス事業会計補正
予算（第１号）

収益的支出

10億6,800万円 50万円 10億6,850万円

令和７年度魚沼市
水道事業会計補正
予算（第１号）

収益的支出 8億4,000万円 ▲10万円 8億3,990万円

資本的支出 8億6,300万円 100万円 8億6,400万円

令和７年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

収益的支出 22億3,000万円 170万円 22億3,170万円

資本的支出 15億6,300万円 400万円 15億6,700万円

＜歳入＞四日町排水ポンプ場整備事業費の大規模雨水処理施設整
備事業費補助金、農地集積集約化対策事業費補助金の追加
＜歳出＞住民税非課税世帯に対する灯油購入費助成に伴う事業費
補助金、障害児通所等給付事業における扶助費、歳入の農地集積集
約化対策事業費補助金の確定に伴う事業費補助金の、昨冬の大雪
の影響から今冬の除雪費用に不足が生じるため除雪委託料の追加

5億2,540万円 367億8,800万円362億6,260万円
令和７年度魚沼市一般会計
補正予算（第７号）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議案
第93号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第16号　令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第６号））

予

　
　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

◎

議案
第94号

令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第７号） ◎

請願
第３号

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

請願
第４号

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組に
関する請願書 ◎

陳情
第１号

「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私
学助成の増額・拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 ◎

議案
第121号

令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第８号） ○

議案
第122号

令和７年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第123号

令和７年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第124号

令和７年度魚沼市病院事業会計補正予算（第２号） ◎

議案
第125号

令和７年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第126号

令和７年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第127号

令和７年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

そ

　
　の

　
　他

議案
第101号

第三次魚沼市総合計画基本構想の策定について ◎

議案
第95号 ◎

魚沼市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
（緊急消防援助隊等活動又は災害応急作業等に従事した
職員へ手当を支給するための改正）

議案
第102号 ◎

市有財産の処分について（旧消防器具置場・上折立）
（用途廃止した上折立地区の旧消防器具置場を地元自治会へ
無償譲渡するもの）

議案
第99号 ◎

魚沼市都市公園条例の一部改正について
（指定管理者が行える業務の追加及び公園内での行為に係る
使用料の見直しに伴う改正）

議案
第128号 ○

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

（特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準じ、議員の
期末手当の支給月数の改定）

議案
第129号 ○

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

（新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職の職員の
期末手当の支給月数の改定）

議案
第131号 ◎

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正について

（新潟県人事委員会勧告に準拠して特定任期付職員の給与改
定を行うための改正）

議案
第132号 ◎

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

（一般職の職員の給与改定に伴い、一般職の職員の給料表を
準用する会計年度任用職員の給料表の改定）

議案
第130号 ◎

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について
（新潟県人事委員会勧告に準拠して一般職の職員の給与改定
等を行うための改正）

議案
第98号 ◎魚沼市在宅介護サービスセンター条例の一部改正について

（伊米ヶ崎デイサービスセンターの廃止に伴う改正）

議案
第96号 ◎魚沼市火災予防条例の一部改正について

（林野火災の発生を予防するための改正）

議案
第100号 ○魚沼市水道条例の一部改正について

（魚沼市公営企業運営審議会の答申に基づく料金の改正）

議案
第104号 ◎

市有財産の処分について（土地・堀之内地内）
（魚沼市財産処分実施要綱の規定に基づき予定価格の減額を行っ
た普通財産の土地を一般競争入札による落札者へ売却するもの）
※議案第107号まで同じ

議案
第105号 ◎市有財産の処分について（土地・小出島地内）

議案
第106号 ◎市有財産の処分について（土地・井口新田地内）

議案
第107号 ◎市有財産の処分について（土地・一日市地内）

議案
第103号 ◎市有財産の処分について（土地・大倉地内）

（貸付中の大倉地内の土地を貸付相手へ売却するもの）

そ

　
　
　
　
　
　
　
　の

　
　
　
　
　
　
　
　他

人

　
　事

議案
第108号 ◎

指定管理者の指定について（魚沼市特別養護老人ホームあぶるま苑）
（公の施設の管理を行わせる指定管理者を指定するもの）
※議案第119号まで同じ

議案
第109号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案
第110号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬デイサービスセンター）

議案
第111号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門健康センター）

議案
第112号 ◎指定管理者の指定について（入広瀬自然活用センター）

議案
第113号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

議案
第114号 ◎

指定管理者の指定について
（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案
第115号 ◎

指定管理者の指定について
（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案
第116号 ◎

指定管理者の指定について
（折立温泉運動広場及び折立トレーニングセンター）

議案
第117号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案
第118号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案
第119号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案
第120号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について

和田　松木　譲 氏（令和８年４月１日〜令和11年３月31日）

同意
第３号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

佐梨　南雲　文夫 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

同意
第４号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

吉水　宮内　正 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

同意
第５号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

原　渡邉　隆夫 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

発

　
　
　
　
　
　議

発議
第４号 ◎

クマ被害対策に向けた各種支援を求める意見書の提出について
（クマ被害が多発し、地方自治体の人的、物的、財政的負担が増
加している状況で、住民の安全安心な生活を確保するため、国に
おいて地方自治体の負担に対する支援措置を要望するもの）

発議
第５号 ◎

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について
（免税軽油制度の廃止は、当市の基幹産業である農林水産業や
観光産業等の経営に多大な負担を強いることとなり、地域経
済の疲弊につながることから、制度の継続を要望するもの）

発議
第６号 ◎

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を
求める意見書の提出について

（未救済被害者の救済に向けて新たな救済制度を確立し、阿賀
野川流域住民の早急な健康被害調査の実施の向け被害者団体
との協議を要望するもの）

発議
第７号 ◎

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、
私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出について

（私立高校生が学費の心配なく学ぶことができるとともに、専
任教員の増員により一人ひとりの生徒に行き届いた教育を行
うため、私学助成制度の拡充を要望するもの）

議案
第97号 ◎魚沼市税条例の一部改正について

（地方税法等の改正）

議決
結果

議
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果
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賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

※議案第93号・94号・120号・同意第３号〜５号の採決の際、関矢孝夫議員は欠席

議案賛否の状況

115原案可決
議案第100・121・

128・129号 ※●○○○○○○○○ ○ ○ ○○ ○○ 欠○

　市民の皆様、あけましておめでとうございます。希望に満ちた新春を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　日頃から、市政並びに市議会に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　今年の干支は「丙午（ひのえうま）」になります。「午」はその字が示す通り、勢いよく駆け、目標
に向かってひた走る躍動感にあふれた動物です。また、「丙」には、「明るい」、「火」といった意味があり、
物事が成就し、表面化する年とされています。魚沼市議会もこの「午」の勢いと「丙」の輝きに乗り、

停滞を打破し、市民の皆様の幸福という明確な目標に向かって、力強く前進していく決意を新たにしております。
　現在、地方を取り巻く環境は極めて厳しく、本市においては「少子高齢化」が進む中でのコミュニティの維持や気候変動
により異常気象への万全の備えが急務となっております。また、全国的に進む「ＤＸ化」の波は、本市の行政サービスや地
域経済の在り方にも大きな変革を求めています。
　私ども議会といたしましては、二元代表制の一翼を担う機関として、「走る午」のごとく、地域課題にスピード感をもって
取り組み、市民生活の向上を最優先とした政策提言を行い、「丙の輝き」のもと、議論の透明性を高め、市民に開かれた議会
運営を徹底し、執行部のチェック機能を強化してまいります。また、「魚沼市の宝」である豊かな自然、米を核とした農業、
そして地域文化を守り育て、未来に繋ぐための基盤整備に注力してまいります。
　市民の皆様の声を市政に反映させ、市民主役の住みよいまちづくりを目指し議員一同、心ひとつにして職責を全うする所
存でございます。
　結びに、本年が市民の皆様にとって、健康で心豊かな一年となりますとともに、魚沼市がさらなる発展を遂げる年となり
ますよう心からご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

請

　願

陳情
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新年の挨拶

議長　志田　貢

　令和７年第４回定例会が12月１日から12月22日の22日間の会期で開催されました。議会初日に、専決処分（一般
会計補正予算（第６号））、一般会計補正予算（第７号）を可決し、人権擁護委員候補者の推薦、固定資産評価審査委
員会委員の選任について同意しました。
　12月３日と４日には、15人の議員が一般質問を行いました。
　最終日には、追加の議案も含め、各委員会付託の議案は、いずれも原案のとおり可決されました。また、請願２件
と陳情１件が採択され意見書３件を可決しました。

第４回定例会報告第４回定例会報告

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

専決処分の承認を求めるこ
とについて
（専決第16号令和７年度魚沼市
一般会計補正予算（第６号））

362億6,000万円 260万円 362億6,260万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

＜歳入＞歳出事業費の追加に充てる財源として、財政調整
基金繰入金の追加
＜歳出＞弁護士委託料及び弁護士費用補助金の追加

令和７年度魚沼市一般会計
補正予算（第８号）

367億8,800万円 10億80万円 377億8,880万円

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源とした、
プレミアム付商品券事業、中小企業等エネルギーコスト対策設
備更新事業、省エネルギー家電等入替促進事業、農業用肥料等
高騰対策支援事業、子ども1人当たり2万円給付の物価高対応子
育て応援手当の実施に係る関連経費、アーバンベア捕獲緊急支
援対策、人事異動及び新潟県人事委員会勧告による一般職員給
与費等の調整及び会計年度任用職員の給与改定に伴うもの

新潟県人事委員会勧告による一般職員給与費等の調整、過
年度交付金精算による償還金確定による追加など

人事異動及び人事院勧告による給与費の調整、介護予防ケ
アマネージメント事業に係る負担金の追加など

給与費に充当する企業会計費用分

職員の給与改定に伴うもの

令和７年度魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

32億3,500万円 2,260万円 32億5,760万円

令和７年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

50億3,310万円 270万円 50億3,580万円

職員の給与改定及び人事異動に伴うもの

17億700万円 ▲250万円 17億450万円

令和７年度魚沼市
病院事業会計補正
予算（第２号）

収益的収入 11億1,600万円 50万円 11億1,650万円

収益的支出

令和７年度魚沼市
ガス事業会計補正
予算（第１号）

収益的支出

10億6,800万円 50万円 10億6,850万円

令和７年度魚沼市
水道事業会計補正
予算（第１号）

収益的支出 8億4,000万円 ▲10万円 8億3,990万円

資本的支出 8億6,300万円 100万円 8億6,400万円

令和７年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

収益的支出 22億3,000万円 170万円 22億3,170万円

資本的支出 15億6,300万円 400万円 15億6,700万円

＜歳入＞四日町排水ポンプ場整備事業費の大規模雨水処理施設整
備事業費補助金、農地集積集約化対策事業費補助金の追加
＜歳出＞住民税非課税世帯に対する灯油購入費助成に伴う事業費
補助金、障害児通所等給付事業における扶助費、歳入の農地集積集
約化対策事業費補助金の確定に伴う事業費補助金の、昨冬の大雪
の影響から今冬の除雪費用に不足が生じるため除雪委託料の追加

5億2,540万円 367億8,800万円362億6,260万円
令和７年度魚沼市一般会計
補正予算（第７号）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議案
第93号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第16号　令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第６号））

予

　
　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

◎

議案
第94号

令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第７号） ◎

請願
第３号

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

請願
第４号

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組に
関する請願書 ◎

陳情
第１号

「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私
学助成の増額・拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 ◎

議案
第121号

令和７年度魚沼市一般会計補正予算（第８号） ○

議案
第122号

令和７年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第123号

令和７年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第124号

令和７年度魚沼市病院事業会計補正予算（第２号） ◎

議案
第125号

令和７年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第126号

令和７年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第127号

令和７年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

そ

　
　の

　
　他

議案
第101号

第三次魚沼市総合計画基本構想の策定について ◎

議案
第95号 ◎

魚沼市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
（緊急消防援助隊等活動又は災害応急作業等に従事した
職員へ手当を支給するための改正）

議案
第102号 ◎

市有財産の処分について（旧消防器具置場・上折立）
（用途廃止した上折立地区の旧消防器具置場を地元自治会へ
無償譲渡するもの）

議案
第99号 ◎

魚沼市都市公園条例の一部改正について
（指定管理者が行える業務の追加及び公園内での行為に係る
使用料の見直しに伴う改正）

議案
第128号 ○

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

（特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準じ、議員の
期末手当の支給月数の改定）

議案
第129号 ○

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

（新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職の職員の
期末手当の支給月数の改定）

議案
第131号 ◎

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正について

（新潟県人事委員会勧告に準拠して特定任期付職員の給与改
定を行うための改正）

議案
第132号 ◎

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

（一般職の職員の給与改定に伴い、一般職の職員の給料表を
準用する会計年度任用職員の給料表の改定）

議案
第130号 ◎

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について
（新潟県人事委員会勧告に準拠して一般職の職員の給与改定
等を行うための改正）

議案
第98号 ◎魚沼市在宅介護サービスセンター条例の一部改正について

（伊米ヶ崎デイサービスセンターの廃止に伴う改正）

議案
第96号 ◎魚沼市火災予防条例の一部改正について

（林野火災の発生を予防するための改正）

議案
第100号 ○魚沼市水道条例の一部改正について

（魚沼市公営企業運営審議会の答申に基づく料金の改正）

議案
第104号 ◎

市有財産の処分について（土地・堀之内地内）
（魚沼市財産処分実施要綱の規定に基づき予定価格の減額を行っ
た普通財産の土地を一般競争入札による落札者へ売却するもの）
※議案第107号まで同じ

議案
第105号 ◎市有財産の処分について（土地・小出島地内）

議案
第106号 ◎市有財産の処分について（土地・井口新田地内）

議案
第107号 ◎市有財産の処分について（土地・一日市地内）

議案
第103号 ◎市有財産の処分について（土地・大倉地内）

（貸付中の大倉地内の土地を貸付相手へ売却するもの）

そ
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　他

人

　
　事

議案
第108号 ◎

指定管理者の指定について（魚沼市特別養護老人ホームあぶるま苑）
（公の施設の管理を行わせる指定管理者を指定するもの）
※議案第119号まで同じ

議案
第109号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案
第110号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬デイサービスセンター）

議案
第111号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門健康センター）

議案
第112号 ◎指定管理者の指定について（入広瀬自然活用センター）

議案
第113号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

議案
第114号 ◎

指定管理者の指定について
（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案
第115号 ◎

指定管理者の指定について
（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案
第116号 ◎

指定管理者の指定について
（折立温泉運動広場及び折立トレーニングセンター）

議案
第117号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案
第118号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案
第119号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案
第120号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について

和田　松木　譲 氏（令和８年４月１日〜令和11年３月31日）

同意
第３号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

佐梨　南雲　文夫 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

同意
第４号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

吉水　宮内　正 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

同意
第５号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について

原　渡邉　隆夫 氏（令和８年１月12日〜令和11年１月11日）

発

　
　
　
　
　
　議

発議
第４号 ◎

クマ被害対策に向けた各種支援を求める意見書の提出について
（クマ被害が多発し、地方自治体の人的、物的、財政的負担が増
加している状況で、住民の安全安心な生活を確保するため、国に
おいて地方自治体の負担に対する支援措置を要望するもの）

発議
第５号 ◎

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について
（免税軽油制度の廃止は、当市の基幹産業である農林水産業や
観光産業等の経営に多大な負担を強いることとなり、地域経
済の疲弊につながることから、制度の継続を要望するもの）

発議
第６号 ◎

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を
求める意見書の提出について

（未救済被害者の救済に向けて新たな救済制度を確立し、阿賀
野川流域住民の早急な健康被害調査の実施の向け被害者団体
との協議を要望するもの）

発議
第７号 ◎

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、
私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出について

（私立高校生が学費の心配なく学ぶことができるとともに、専
任教員の増員により一人ひとりの生徒に行き届いた教育を行
うため、私学助成制度の拡充を要望するもの）

議案
第97号 ◎魚沼市税条例の一部改正について

（地方税法等の改正）

議決
結果

議

決

結

果

議
案
番
号
等

古
田
島
丞

遠
藤
徳
一

佐
藤
卓
摩

高
野
甲
子
雄

関
矢
孝
夫

渡
辺
一
美

星
野
み
ゆ
き

横
山
正
樹

星

　直
樹

浅
井
宏
昭

磯
部
竜
太
郎

志
田

　貢

大
桃
俊
彦

賛

　
　成

反

　
　対

本
田

　篤

森
島
守
人

大
平
恭
児

こ
め
た
ろ
う

関

　武
雄

会派所属なし合　計 れいわ志政会 しんせいクラブ 青　　嵐　　会

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

※議案第93号・94号・120号・同意第３号〜５号の採決の際、関矢孝夫議員は欠席

議案賛否の状況

115原案可決
議案第100・121・

128・129号 ※●○○○○○○○○ ○ ○ ○○ ○○ 欠○

　市民の皆様、あけましておめでとうございます。希望に満ちた新春を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　日頃から、市政並びに市議会に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　今年の干支は「丙午（ひのえうま）」になります。「午」はその字が示す通り、勢いよく駆け、目標
に向かってひた走る躍動感にあふれた動物です。また、「丙」には、「明るい」、「火」といった意味があり、
物事が成就し、表面化する年とされています。魚沼市議会もこの「午」の勢いと「丙」の輝きに乗り、

停滞を打破し、市民の皆様の幸福という明確な目標に向かって、力強く前進していく決意を新たにしております。
　現在、地方を取り巻く環境は極めて厳しく、本市においては「少子高齢化」が進む中でのコミュニティの維持や気候変動
により異常気象への万全の備えが急務となっております。また、全国的に進む「ＤＸ化」の波は、本市の行政サービスや地
域経済の在り方にも大きな変革を求めています。
　私ども議会といたしましては、二元代表制の一翼を担う機関として、「走る午」のごとく、地域課題にスピード感をもって
取り組み、市民生活の向上を最優先とした政策提言を行い、「丙の輝き」のもと、議論の透明性を高め、市民に開かれた議会
運営を徹底し、執行部のチェック機能を強化してまいります。また、「魚沼市の宝」である豊かな自然、米を核とした農業、
そして地域文化を守り育て、未来に繋ぐための基盤整備に注力してまいります。
　市民の皆様の声を市政に反映させ、市民主役の住みよいまちづくりを目指し議員一同、心ひとつにして職責を全うする所
存でございます。
　結びに、本年が市民の皆様にとって、健康で心豊かな一年となりますとともに、魚沼市がさらなる発展を遂げる年となり
ますよう心からご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

請

　願

陳情
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　令
和
７
年
10
月
２
日
に
は
小
中
学

校
の
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
小

学
校
は
10
年
後
を
目
途
に
４
校
程
度
、
中

学
校
は
15
年
後
を
目
途
に
１
校
と
い
う
提

案
が
さ
れ
た
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
４

点
、
付
帯
意
見
と
し
て
３
点
の
答
申
が
示

さ
れ
た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う
解

釈
し
、
再
編
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

　
　
　子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
と
い
う

視
点
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
の
思
い

が
深
く
関
わ
る
こ
と
を
十
分
に
配
慮
し
、

答
申
に
沿
っ
た
再
編
計
画
を
策
定
し
て
令

和
８
年
度
に
各
地
域
に
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
。

ク
マ
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　市
で
は
３
回
の
緊
急
銃
猟
を
実
施

し
た
が
、
緊
急
銃
猟
を
行
え
る
捕
獲
者
は

何
人
で
、
そ
の
身
分
の
保
障
は
ど
う
か
。

　
　
　３
人
で
非
常
勤
特
別
職
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
ど
う
か
。

　
　
　年
額
報
酬
は
５
，
０
０
０
円
で
、

実
施
隊
が
出
動
し
た
と
き
は
、
活
動
費
と

し
て
時
間
１
，５
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　出
動
す
る
と
き
の
交
通
費
と
実
弾

等
の
保
障
は
ど
う
か
。

　
　
　交
通
費
・
実
弾
と
も
個
人
負
担
で

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　こ
れ
だ
け
市
街
地
に
ク
マ
が
出
没

し
、
市
街
地
で
銃
を
使
用
す
る
の
で
、
金

銭
的
・
心
身
的
負
担
が
大
き
い
と
思
う
。

身
分
保
障
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　今
ま
で
と
同
じ
で
は
駄
目
だ
と
思

う
。
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　今
後
ク
マ
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　中
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
里
山

の
薮
を
刈
り
払
う
な
ど
、
集
落
と
生
息
地

の
間
に
緩
衝
地
帯
を
設
け
、
見
通
し
の
良

い
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
　
　Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
緩
衝
帯
に
設
置

し
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
い
た
と
き

に
、
野
生
動
物
が
嫌
う
音
を
発
生
し
て
追

い
払
う
事
例
が
あ
る
が
検
討
し
な
い
か
。

　
　
　嫌
な
音
を
発
す
る
こ
と
に
よ
る
効

果
は
ク
マ
だ
け
で
な
く
、
他
の
動
物
に
も

あ
る
か
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問問問問 答答答

問問問 答答答答

　
　
　市
内
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
の
動
向

の
認
識
と
課
題
は
何
か
。

　
　
　令
和
７
年
10
月
21
日
に
県
内
初
の

緊
急
銃
猟
を
実
施
し
、
11
月
24
日
に
２
例

目
を
実
施
し
た
。
場
面
を
想
定
し
た
関
係

機
関
と
の
打
合
せ
や
、
役
割
分
担
の
調
整

を
事
前
に
済
ま
せ
た
こ
と
で
人
身
や
物
損

の
被
害
は
な
く
、
現
場
の
連
携
や
判
断
に

大
き
な
支
障
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
全
国

の
事
例
を
参
考
に
、
様
々
な
場
面
を
想
定

し
検
証
・
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受

け
積
極
的
な
取
組
を
期
待
す
る
。
特
に
、

ハ
ン
タ
ー
育
成
と
対
策
専
門
部
署
を
設
置

し
、
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
11

月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
具
体
的
な
内

容
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
国
の
予
算
措
置

等
が
決
ま
り
通
達
が
来
た
ら
、
ご
指
摘
の

項
目
を
踏
ま
え
た
拡
充
や
支
援
策
を
講
じ

た
い
。
専
門
部
署
設
置
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

次
年
度
に
向
け
た
農
政
の
基
本
的
方
針
に

つ
い
て

　
　
　米
生
産
主
産
地
と
し
て
、
来
期
に

向
け
た
市
独
自
の
方
針
に
変
更
は
あ
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
米
需
給
調
整
独
自
支
援

は
、
加
入
率
低
下
が
進
ん
で
い
る
が
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
が
進
む
中
で
、
一
定

程
度
の
加
入
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
が
担
い
手
を
は
じ
め
農
業

者
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
市
独

自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
近
隣
市
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
一
方
で
、
同

支
援
に
係
る
加
入
率
の
低
下
は
課
題
で
あ

る
。
本
市
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
主
産
地
と
し

て
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
経
営
継
続
を

図
る
た
め
に
は
、
相
互
に
支
え
合
う
体
制

の
維
持
が
不
可
欠
で
あ
る
。
関
係
機
関
・

団
体
・
農
業
者
が
一
丸
と
な
り
加
入
促
進

に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　生
産
環
境
改
善
に
向
け
た
区
画
整

備
事
業
の
着
手
と
完
了
に
向
け
た
予
算
獲

得
の
動
き
を
問
う
。

　　
　
　ほ
場
整
備
事
業
は
、
事
業
費
が
多

額
で
実
施
期
間
も
長
年
に
わ
た
る
。
事
業

が
順
調
に
促
進
す
る
よ
う
、
予
算
確
保
に

向
け
国
・
県
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

問問 答答

問問 答答

　農
業
機
械
の
購
入
及
び
維
持
に
は
大
き

な
コ
ス
ト
が
伴
う
。
特
に
、
小
規
模
経
営

体
や
新
規
若
手
就
農
者
は
、
負
担
が
非
常

に
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
中
古
農
機
の
台
帳

登
録
シ
ス
テ
ム
、
農
機
バ
ン
ク
を
魚
沼
市

に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　当
市
の
農
業
従
事
者
の
中
で
、
農

業
機
械
の
購
入
及
び
更
新
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
人
数
な
ど
実
情
は
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
　人
数
等
の
実
情
は
、
把
握
し
て
い

な
い
。
負
担
が
大
き
い
と
い
う
声
は
承
知

し
て
い
る
。
農
業
機
械
の
購
入
及
び
更
新

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
単
独
事
業
の
農

業
用
機
械
設
備
導
入
事
業
に
お
い
て
、
農

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　農
機
バ
ン
ク
の
導
入
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　農
機
具
の
有
効
活
用
を
図
り
、
必

要
と
す
る
市
内
の
農
業
者
へ
の
譲
渡
に
つ

な
げ
る
制
度
と
し
て
、
高
額
な
農
機
具
を

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
難
し
い
小
規
模

農
家
や
新
規
就
農
者
に
有
効
な
取
組
で
あ
る
。

　
　
　農
機
バ
ン
ク
の
運
営
主
体
は
、
農

協
、
地
域
の
生
産
組
織
、
市
直
営
な
ど
の

選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
態
が
理
想
的
か
。

　
　
　民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
事
業
展
開
や
運
営
体
制
が
理
想
で
あ
る
。

　
　
　既
存
の
「
農
業
用
機
械
設
備
導
入

事
業
」
や
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
導
入
事

業
」
な
ど
の
補
助
制
度
を
、
農
機
バ
ン
ク

制
度
と
ど
う
重
ね
て
制
度
設
計
す
る
こ
と

で
効
果
を
最
大
化
で
き
る
か
、
具
体
的
な

検
討
状
況
が
あ
る
か
。

　
　
　農
業
用
機
械
設
備
導
入
事
業
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
共
同
利
用
で
機
械
を
導

入
す
る
場
合
に
補
助
要
件
を
追
加
し
た
。

小
規
模
農
家
を
は
じ
め
多
様
な
担
い
手
に

対
し
、
補
助
申
請
が
可
能
と
な
り
、
中
古

農
機
の
購
入
も
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の

共
同
利
用
は
、
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
親

和
性
の
高
い
取
組
が
可
能
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
導
入
事

業
は
、
農
作
業
の
受
託
を
目
的
と
し
た
事

業
で
あ
る
が
、
農
業
用
機
械
設
備
導
入
事

業
と
あ
わ
せ
、
農
機
バ
ン
ク
制
度
と
の
連

動
な
ど
先
進
事
例
を
参
考
に
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

問問 答答

問問 答答

関　　武雄

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

浅井　宏昭

農
機
バ
ン
ク
の
導
入
に
つ

い
て

関矢　孝夫

小
中
学
校
の
教
育
環
境
の

在
り
方
を
問
う

　委
員
会
質
疑
で
、「
赤
字
予
算
は
組
め

な
い
、
独
立
採
算
で
あ
り
、
最
小
限
の
料

金
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
」
と
し
た
。

　し
か
し
、
住
民
が
直
接
影
響
を
受
け
る

料
金
引
き
上
げ
は
、
市
民
生
活
の
実
態
を

踏
ま
え
慎
重
か
つ
丁
寧
に
議
論
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。
水
道
料
金
を
据
え
置
い
た
ま

ま
で
も
、
10
年
後
の
内
部
留
保
が
増
額
と

な
る
計
画
を
見
直
せ
ば
財
源
確
保
は
で
き

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
、昨
今
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
年
々
増
額
と
な
っ
て
お

り
、
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
財
源
が
捻
出
で

き
る
。
ま
た
、
審
議
会
等
の
議
論
で
は
、

物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
生
活
の

こ
と
は
議
論
に
な
ら
ず
、
反
対
す
る
意
見

は
な
か
っ
た
。

　今
、
す
べ
て
の
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
が
上
昇
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な

厳
し
い
生
活
を
市
民
は
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
憲
法
第
25
条
で
示
さ
れ
た
生
存
権

の
規
定
か
ら
、
水
道
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
、
水
道
料
金
は
引
き
下
げ
る

か
、
最
低
限
据
え
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
だ
、
議
論
は
尽
く
さ
れ
て
い

な
い
。

　当
市
の
水
道
事
業
は
、
市
民
に
安
全
で

美
味
し
い
水
の
安
定
的
な
提
供
に
努
め
る

と
共
に
、
経
費
節
減
を
念
頭
に
置
き
、
利

用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
近
隣
の
事
業
者
に
お
け
る
料
金
の

差
異
が
生
じ
、
よ
り
安
価
な
設
定
で
供
給

し
て
い
る
。
料
金
は
、
利
用
し
た
対
価
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
水
道
施
設
や
環
境
整

備
に
財
産
的
な
投
資
を
し
て
持
続
可
能
な

事
業
を
継
承
し
、市
民
生
活
環
境
の
安
全
、

安
心
を
担
う
責
務
的
要
素
も
含
ま
れ
る
。

　昨
今
の
社
会
的
な
経
済
環
境
変
化
か
ら

経
費
の
拡
大
、
施
設
の
老
朽
化
に
と
も
な

い
、
将
来
的
に
資
金
調
達
の
準
備
、
充
実

を
図
り
基
盤
強
化
を
す
る
こ
と
は
、
独
立

採
算
制
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
り
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
道
事
業
は
市
民

の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
で
あ
る
。
料
金

改
定
は
、
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、

公
共
事
業
者
と
し
て
、
生
活
費
の
負
担
軽

減
に
配
慮
し
た
改
定
で
あ
り
、
容
認
で
き

る
範
囲
内
と
考
え
る
。

　水
道
法
の
三
原
則
を
遵
守
し
、
魚
沼
市

公
営
企
業
運
営
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

た
議
案
で
あ
る
。
利
用
者
の
減
少
傾
向
に

よ
る
今
後
の
事
業
基
盤
整
備
強
化
の
観
点

か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

議
案
第
１
０
０
号

﹁
魚
沼
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
﹂

可
決
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　令
和
７
年
10
月
２
日
に
は
小
中
学

校
の
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
小

学
校
は
10
年
後
を
目
途
に
４
校
程
度
、
中

学
校
は
15
年
後
を
目
途
に
１
校
と
い
う
提

案
が
さ
れ
た
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
４

点
、
付
帯
意
見
と
し
て
３
点
の
答
申
が
示

さ
れ
た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う
解

釈
し
、
再
編
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

　
　
　子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
と
い
う

視
点
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
の
思
い

が
深
く
関
わ
る
こ
と
を
十
分
に
配
慮
し
、

答
申
に
沿
っ
た
再
編
計
画
を
策
定
し
て
令

和
８
年
度
に
各
地
域
に
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
。

ク
マ
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　市
で
は
３
回
の
緊
急
銃
猟
を
実
施

し
た
が
、
緊
急
銃
猟
を
行
え
る
捕
獲
者
は

何
人
で
、
そ
の
身
分
の
保
障
は
ど
う
か
。

　
　
　３
人
で
非
常
勤
特
別
職
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
ど
う
か
。

　
　
　年
額
報
酬
は
５
，
０
０
０
円
で
、

実
施
隊
が
出
動
し
た
と
き
は
、
活
動
費
と

し
て
時
間
１
，５
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　出
動
す
る
と
き
の
交
通
費
と
実
弾

等
の
保
障
は
ど
う
か
。

　
　
　交
通
費
・
実
弾
と
も
個
人
負
担
で

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　こ
れ
だ
け
市
街
地
に
ク
マ
が
出
没

し
、
市
街
地
で
銃
を
使
用
す
る
の
で
、
金

銭
的
・
心
身
的
負
担
が
大
き
い
と
思
う
。

身
分
保
障
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　今
ま
で
と
同
じ
で
は
駄
目
だ
と
思

う
。
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　今
後
ク
マ
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　中
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
里
山

の
薮
を
刈
り
払
う
な
ど
、
集
落
と
生
息
地

の
間
に
緩
衝
地
帯
を
設
け
、
見
通
し
の
良

い
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
　
　Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
緩
衝
帯
に
設
置

し
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
い
た
と
き

に
、
野
生
動
物
が
嫌
う
音
を
発
生
し
て
追

い
払
う
事
例
が
あ
る
が
検
討
し
な
い
か
。

　
　
　嫌
な
音
を
発
す
る
こ
と
に
よ
る
効

果
は
ク
マ
だ
け
で
な
く
、
他
の
動
物
に
も

あ
る
か
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問問問問 答答答

問問問 答答答答

　
　
　市
内
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
の
動
向

の
認
識
と
課
題
は
何
か
。

　
　
　令
和
７
年
10
月
21
日
に
県
内
初
の

緊
急
銃
猟
を
実
施
し
、
11
月
24
日
に
２
例

目
を
実
施
し
た
。
場
面
を
想
定
し
た
関
係

機
関
と
の
打
合
せ
や
、
役
割
分
担
の
調
整

を
事
前
に
済
ま
せ
た
こ
と
で
人
身
や
物
損

の
被
害
は
な
く
、
現
場
の
連
携
や
判
断
に

大
き
な
支
障
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
全
国

の
事
例
を
参
考
に
、
様
々
な
場
面
を
想
定

し
検
証
・
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受

け
積
極
的
な
取
組
を
期
待
す
る
。
特
に
、

ハ
ン
タ
ー
育
成
と
対
策
専
門
部
署
を
設
置

し
、
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
11

月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
具
体
的
な
内

容
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
国
の
予
算
措
置

等
が
決
ま
り
通
達
が
来
た
ら
、
ご
指
摘
の

項
目
を
踏
ま
え
た
拡
充
や
支
援
策
を
講
じ

た
い
。
専
門
部
署
設
置
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

次
年
度
に
向
け
た
農
政
の
基
本
的
方
針
に

つ
い
て

　
　
　米
生
産
主
産
地
と
し
て
、
来
期
に

向
け
た
市
独
自
の
方
針
に
変
更
は
あ
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
米
需
給
調
整
独
自
支
援

は
、
加
入
率
低
下
が
進
ん
で
い
る
が
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
が
進
む
中
で
、
一
定

程
度
の
加
入
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
が
担
い
手
を
は
じ
め
農
業

者
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
市
独

自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
近
隣
市
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
一
方
で
、
同

支
援
に
係
る
加
入
率
の
低
下
は
課
題
で
あ

る
。
本
市
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
主
産
地
と
し

て
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
経
営
継
続
を

図
る
た
め
に
は
、
相
互
に
支
え
合
う
体
制

の
維
持
が
不
可
欠
で
あ
る
。
関
係
機
関
・

団
体
・
農
業
者
が
一
丸
と
な
り
加
入
促
進

に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　生
産
環
境
改
善
に
向
け
た
区
画
整

備
事
業
の
着
手
と
完
了
に
向
け
た
予
算
獲

得
の
動
き
を
問
う
。

　　
　
　ほ
場
整
備
事
業
は
、
事
業
費
が
多

額
で
実
施
期
間
も
長
年
に
わ
た
る
。
事
業

が
順
調
に
促
進
す
る
よ
う
、
予
算
確
保
に

向
け
国
・
県
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

問問 答答

問問 答答

　農
業
機
械
の
購
入
及
び
維
持
に
は
大
き

な
コ
ス
ト
が
伴
う
。
特
に
、
小
規
模
経
営

体
や
新
規
若
手
就
農
者
は
、
負
担
が
非
常

に
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
中
古
農
機
の
台
帳

登
録
シ
ス
テ
ム
、
農
機
バ
ン
ク
を
魚
沼
市

に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　当
市
の
農
業
従
事
者
の
中
で
、
農

業
機
械
の
購
入
及
び
更
新
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
人
数
な
ど
実
情
は
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
　人
数
等
の
実
情
は
、
把
握
し
て
い

な
い
。
負
担
が
大
き
い
と
い
う
声
は
承
知

し
て
い
る
。
農
業
機
械
の
購
入
及
び
更
新

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
単
独
事
業
の
農

業
用
機
械
設
備
導
入
事
業
に
お
い
て
、
農

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　農
機
バ
ン
ク
の
導
入
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　農
機
具
の
有
効
活
用
を
図
り
、
必

要
と
す
る
市
内
の
農
業
者
へ
の
譲
渡
に
つ

な
げ
る
制
度
と
し
て
、
高
額
な
農
機
具
を

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
難
し
い
小
規
模

農
家
や
新
規
就
農
者
に
有
効
な
取
組
で
あ
る
。

　
　
　農
機
バ
ン
ク
の
運
営
主
体
は
、
農

協
、
地
域
の
生
産
組
織
、
市
直
営
な
ど
の

選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
態
が
理
想
的
か
。

　
　
　民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
事
業
展
開
や
運
営
体
制
が
理
想
で
あ
る
。

　
　
　既
存
の
「
農
業
用
機
械
設
備
導
入

事
業
」
や
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
導
入
事

業
」
な
ど
の
補
助
制
度
を
、
農
機
バ
ン
ク

制
度
と
ど
う
重
ね
て
制
度
設
計
す
る
こ
と

で
効
果
を
最
大
化
で
き
る
か
、
具
体
的
な

検
討
状
況
が
あ
る
か
。

　
　
　農
業
用
機
械
設
備
導
入
事
業
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
共
同
利
用
で
機
械
を
導

入
す
る
場
合
に
補
助
要
件
を
追
加
し
た
。

小
規
模
農
家
を
は
じ
め
多
様
な
担
い
手
に

対
し
、
補
助
申
請
が
可
能
と
な
り
、
中
古

農
機
の
購
入
も
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の

共
同
利
用
は
、
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
親

和
性
の
高
い
取
組
が
可
能
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
導
入
事

業
は
、
農
作
業
の
受
託
を
目
的
と
し
た
事

業
で
あ
る
が
、
農
業
用
機
械
設
備
導
入
事

業
と
あ
わ
せ
、
農
機
バ
ン
ク
制
度
と
の
連

動
な
ど
先
進
事
例
を
参
考
に
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

問問 答答

問問 答答

関　　武雄

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

浅井　宏昭

農
機
バ
ン
ク
の
導
入
に
つ

い
て

関矢　孝夫

小
中
学
校
の
教
育
環
境
の

在
り
方
を
問
う

　委
員
会
質
疑
で
、「
赤
字
予
算
は
組
め

な
い
、
独
立
採
算
で
あ
り
、
最
小
限
の
料

金
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
」
と
し
た
。

　し
か
し
、
住
民
が
直
接
影
響
を
受
け
る

料
金
引
き
上
げ
は
、
市
民
生
活
の
実
態
を

踏
ま
え
慎
重
か
つ
丁
寧
に
議
論
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。
水
道
料
金
を
据
え
置
い
た
ま

ま
で
も
、
10
年
後
の
内
部
留
保
が
増
額
と

な
る
計
画
を
見
直
せ
ば
財
源
確
保
は
で
き

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
、昨
今
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
年
々
増
額
と
な
っ
て
お

り
、
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
財
源
が
捻
出
で

き
る
。
ま
た
、
審
議
会
等
の
議
論
で
は
、

物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
生
活
の

こ
と
は
議
論
に
な
ら
ず
、
反
対
す
る
意
見

は
な
か
っ
た
。

　今
、
す
べ
て
の
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
が
上
昇
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な

厳
し
い
生
活
を
市
民
は
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
憲
法
第
25
条
で
示
さ
れ
た
生
存
権

の
規
定
か
ら
、
水
道
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
、
水
道
料
金
は
引
き
下
げ
る

か
、
最
低
限
据
え
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
だ
、
議
論
は
尽
く
さ
れ
て
い

な
い
。

　当
市
の
水
道
事
業
は
、
市
民
に
安
全
で

美
味
し
い
水
の
安
定
的
な
提
供
に
努
め
る

と
共
に
、
経
費
節
減
を
念
頭
に
置
き
、
利

用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
近
隣
の
事
業
者
に
お
け
る
料
金
の

差
異
が
生
じ
、
よ
り
安
価
な
設
定
で
供
給

し
て
い
る
。
料
金
は
、
利
用
し
た
対
価
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
水
道
施
設
や
環
境
整

備
に
財
産
的
な
投
資
を
し
て
持
続
可
能
な

事
業
を
継
承
し
、市
民
生
活
環
境
の
安
全
、

安
心
を
担
う
責
務
的
要
素
も
含
ま
れ
る
。

　昨
今
の
社
会
的
な
経
済
環
境
変
化
か
ら

経
費
の
拡
大
、
施
設
の
老
朽
化
に
と
も
な

い
、
将
来
的
に
資
金
調
達
の
準
備
、
充
実

を
図
り
基
盤
強
化
を
す
る
こ
と
は
、
独
立

採
算
制
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
り
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
道
事
業
は
市
民

の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
で
あ
る
。
料
金

改
定
は
、
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、

公
共
事
業
者
と
し
て
、
生
活
費
の
負
担
軽

減
に
配
慮
し
た
改
定
で
あ
り
、
容
認
で
き

る
範
囲
内
と
考
え
る
。

　水
道
法
の
三
原
則
を
遵
守
し
、
魚
沼
市

公
営
企
業
運
営
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

た
議
案
で
あ
る
。
利
用
者
の
減
少
傾
向
に

よ
る
今
後
の
事
業
基
盤
整
備
強
化
の
観
点

か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

議
案
第
１
０
０
号

﹁
魚
沼
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
﹂

可
決
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　魚
沼
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
困
り
ご
と

の
一
つ
に
、
和
式
ト
イ
レ
使
用
の
問
題
が

あ
る
。
特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
和
式
ト
イ
レ
は
、
身
体
的
に
困
難

な
面
が
多
々
あ
る
。
市
内
の
和
式
ト
イ
レ

の
み
の
施
設
の
改
修
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
の
公
共
施
設
で
、
和
式
ト
イ
レ

の
み
の
施
設
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ

ば
改
修
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　全
て
和
式
ト
イ
レ
、
ま
た
は
男
女

い
ず
れ
か
の
ト
イ
レ
が
和
式
の
み
は
、
34

施
設
で
あ
る
。
改
修
計
画
は
、
新
設
や
大

規
模
改
修
の
際
に
、施
設
の
特
性
や
規
模
、

利
用
実
態
に
よ
っ
て
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　民
間
管
理
の
集
客
施
設
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
、
管
理
事
業

者
に
改
修
の
要
望
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　民
間
事
業
所
が
事
業
性
や
採
算
性

な
ど
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
の
田
ん
ぼ
を
守
る
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て

　魚
沼
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
魚
沼
市
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
す
る
、
田
ん
ぼ
を
守

る
仕
組
み
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
中
山
間
地
が
多
い
魚
沼
市
で
、
中
山

間
地
域
の
田
ん
ぼ
を
持
続
化
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
問
う
。

　
　
　農
業
未
来
創
造
事
業
34
事
業
の
活

用
状
況
と
そ
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　需
要
の
高
い
農
業
用
機
械
設
備
の

導
入
補
助
で
、
10
月
末
時
点
で
46
件
、
総

額
４
，
４
８
９
万
円
の
申
請
が
あ
っ
た
。

現
場
で
の
有
効
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
が
、
手
続
の
複
雑
さ
、
制
度
内
容
の
周

知
不
足
も
あ
り
、
改
善
に
向
け
引
き
続
き

対
応
す
る
。

　
　
　水
路
管
理
の
現
状
と
課
題
、
水
路

管
理
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　高
齢
化
や
離
農
に
よ
る
水
路
管
理

の
人
手
不
足
で
、
農
作
業
の
維
持
管
理
に

支
障
が
生
じ
、
地
域
農
業
を
維
持
す
る
う

え
で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
を
引
き
続
き
活

用
し
、
担
い
手
等
へ
の
負
担
軽
減
を
支
援

す
る
。

問問 答答

問問 答答

　委
員
会
視
察
で
「
農
業
振
興
」
の
取
組

が
自
治
体
の
各
種
課
題
の
解
決
策
を
生

み
、人
が
つ
な
が
り
、挑
戦
者
を
育
て
「
ま

ち
」
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
先
進
事
例

を
学
ん
だ
。

　
　
　農
業
に
お
け
る
垂
直
戦
略
を
ど
う

検
証
し
て
い
る
か
。
６
次
産
業
化
に
当
た

る
が
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
異
業
種

参
入
も
含
め
「
ヒ
ト
」
や
「
モ
ノ
」
が
繋

が
り
活
性
化
し
て
い
る
か
。
検
証
作
業
の

必
要
は
な
い
か
。

　
　
　市
内
に
は
６
次
産
業
化
に
取
り
組

む
農
業
者
が
、
通
年
営
農
の
実
現
と
収
益

の
向
上
に
つ
な
げ
、
６
次
産
業
化
は
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。
県
の
指
導
で
、
先
進

地
事
例
な
ど
を
検
証
し
、
農
業
者
の
さ
ら

な
る
経
営
安
定
と
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。

　
　
　農
業
の
水
平
戦
略
に
つ
い
て
、
現

代
版
農
商
工
学
連
携
は
で
き
て
い
る
か
。

魚
沼
の
大
地
に
潜
在
す
る
地
域
資
源
を
研

究
し
磨
き
上
げ
各
地
、
各
分
野
に
水
平
展

開
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
も
ブ
ラ
ン

ド
化
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
な
る
成
長
を
ど
う
図
る
か
。

　
　
　商
と
の
連
携
（
市
の
農
産
物
な
ど

を
加
工
販
売
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
）、

学
と
の
連
携
（
東
京
農
業
大
学
か
ら
本
市

農
産
物
を
育
む
超
軟
水
の
研
究
）、
工
と

の
連
携
（
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
大
型
檻
の
試

験
開
発
）
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

先
進
事
例
を
参
考
に
市
内
外
の
様
々
な
事

業
者
か
ら
知
恵
を
借
り
、
双
方
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
関
係
を
構
築
し
、
成
長

し
て
い
く
取
組
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
市
で
は
農
業
振
興
を
あ
わ
せ

生
態
系
を
守
る
農
業
に
取
り
組
む
団
体
も

あ
る
。
安
心
安
全
な
付
加
価
値
農
業
へ
の

取
組
は
可
能
か
。

　
　
　生
態
系
を
守
る
農
業
の
実
現
に
向

け
、
有
機
作
物
の
栽
培
や
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
の
原
則
５
割
以
上
低
減
と
い

っ
た
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を

行
う
農
業
者
へ
の
取
組
に
国
や
県
と
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
と
し
て
支

援
し
て
い
る
。
安
全
で
安
心
で
き
る
食
の

提
供
は
消
費
者
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
有
機
栽
培
の

米
や
野
菜
な
ど
は
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
推
奨
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
の
創
出
を
後
押
し
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
強
化
や
販
路
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

問問 答

問答 答

　地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
た
め
、
平
成
31
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
森
林
環
境
税
」

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
つ
い
て
市
に
現

況
を
問
う
。

　
　
　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
・
現
況

に
つ
い
て
、
ク
マ
に
限
ら
ず
動
植
物
の
生

態
系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
原
因
と
し

て
里
山
の
荒
廃
が
挙
げ
ら
れ
る
。
薪
や
木

炭
の
生
産
と
い
っ
た
田
舎
暮
ら
し
の
原
点

で
あ
る
森
林
整
備
は
林
業
経
営
に
も
環
境

面
で
も
新
た
な
起
爆
剤
と
な
り
う
る
素
材

が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
元
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま

で
の
譲
与
額
は
約
９
，
５
０
０
万
円
で
あ

る
。
活
用
額
は
約
８
，
５
０
０
万
円
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
90
％
の
譲
与
税
を
活
用
し

て
い
る
。
譲
与
税
の
使
途
は
、
森
林
整
備

に
関
す
る
施
策
、
人
材
の
育
成
・
担
い
手

の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
・
普
及
啓
発

等
の
森
林
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
、

私
有
人
工
林
な
ど
の
森
林
整
備
に
約
３
，

４
０
０
万
円
、
森
林
作
業
道
開
設
の
路
網

整
備
に
約
２
，
４
０
０
万
円
、
市
産
材
製

品
の
木
材
活
用
に
約
２
，
７
０
０
万
円
、

担
い
手
確
保
や
普
及
啓
発
活
動
に
約
60
万

円
を
充
て
活
用
し
た
。

　
　
　森
林
環
境
譲
与
税
の
自
治
体
間
協

定
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
整
備
す
べ
き
森

林
が
少
な
い
都
市
部
の
自
治
体
は
、
具
体

的
な
使
途
が
決
ま
ら
ず
、
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。
都
市

部
の
自
治
体
と
森
林
を
有
す
る
魚
沼
市
が

連
携
し
、
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
を
都
市

部
の
自
治
体
へ
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　森
林
面
積
の
少
な
い
都
市
部
の
自

治
体
で
は
、
譲
与
税
を
基
金
に
積
み
増
す

例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
自
治
体
間
協
定
に

よ
り
本
市
で
の
森
林
整
備
や
森
林
環
境
学

習
な
ど
に
活
用
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
と
交
流
の
あ
る
首
都
圏
自

治
体
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
や

要
望
等
を
聞
き
、
有
効
に
活
用
で
き
る
内

容
を
検
討
し
今
後
も
提
案
し
て
い
く
。

問答

問答

　有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
非
常
に
多
く
の
経

費
と
労
力
、
そ
し
て
危
険
を
伴
い
行
っ
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
数
が
年
々
増
加

し
、
捕
獲
し
た
個
体
の
処
分
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
ジ
ビ
エ
な
ど
の
活
用
も
有
効

と
考
え
る
。
自
家
消
費
さ
れ
て
い
な
い
イ

ノ
シ
シ
は
、
現
在
埋
設
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
解

体
施
設
及
び
食
肉
加
工
施
設
の
整
備
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
食
肉
と
し
て
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
所
得
向
上
や
積

極
的
な
捕
獲
に
よ
る
被
害
軽
減
が
見
込
ま

れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
及
び

捕
獲
者
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
解
体
施
設
や
食
肉
加
工
施

設
の
整
備
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
は
、
捕

獲
者
に
一
任
さ
れ
、
近
隣
地
域
に
も
対
応

可
能
な
施
設
が
な
く
、
処
理
に
対
し
苦
慮

し
て
い
る
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
国
の

制
度
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
の
支
援
内
容
の
一
つ
に
、
食
肉
利

用
等
施
設
整
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

整
備
後
も
安
定
し
た
運
営
が
行
え
る
事
業

者
で
な
け
れ
ば
担
う
こ
と
は
難
し
い
。
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
負
担
軽
減
は
、
重

要
案
件
と
考
え
る
。
担
い
手
確
保
の
た
め

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　市
町
村
の
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
発

生
す
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に

対
し
、同
様
の
課
題
を
抱
え
る
市
町
村
間
、

広
域
で
連
携
し
て
施
設
整
備
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　
　南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、

湯
沢
町
、
津
南
町
で
構
成
さ
れ
る
三
市
二

町
、
雪
国
観
光
圏
等
と
の
会
議
で
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問答

問答

佐藤　卓摩

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て

横山　正樹

市
内
の
公
共
施
設
や
集
客

施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に

つ
い
て
問
う

星野みゆき

有
害
鳥
獣
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

遠藤　徳一

魚
沼
の
魅
力
を﹁
農
﹂で
つ

な
ぐ
成
長
戦
略
に
つ
い
て

※
１

　ジ
ビ
エ

　狩
猟
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
の
鳥
獣
の

食
用
肉
。

※
１
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　魚
沼
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
困
り
ご
と

の
一
つ
に
、
和
式
ト
イ
レ
使
用
の
問
題
が

あ
る
。
特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
和
式
ト
イ
レ
は
、
身
体
的
に
困
難

な
面
が
多
々
あ
る
。
市
内
の
和
式
ト
イ
レ

の
み
の
施
設
の
改
修
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
の
公
共
施
設
で
、
和
式
ト
イ
レ

の
み
の
施
設
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ

ば
改
修
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　全
て
和
式
ト
イ
レ
、
ま
た
は
男
女

い
ず
れ
か
の
ト
イ
レ
が
和
式
の
み
は
、
34

施
設
で
あ
る
。
改
修
計
画
は
、
新
設
や
大

規
模
改
修
の
際
に
、施
設
の
特
性
や
規
模
、

利
用
実
態
に
よ
っ
て
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　民
間
管
理
の
集
客
施
設
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
、
管
理
事
業

者
に
改
修
の
要
望
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　民
間
事
業
所
が
事
業
性
や
採
算
性

な
ど
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
の
田
ん
ぼ
を
守
る
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て

　魚
沼
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
魚
沼
市
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
す
る
、
田
ん
ぼ
を
守

る
仕
組
み
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
中
山
間
地
が
多
い
魚
沼
市
で
、
中
山

間
地
域
の
田
ん
ぼ
を
持
続
化
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
問
う
。

　
　
　農
業
未
来
創
造
事
業
34
事
業
の
活

用
状
況
と
そ
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　需
要
の
高
い
農
業
用
機
械
設
備
の

導
入
補
助
で
、
10
月
末
時
点
で
46
件
、
総

額
４
，
４
８
９
万
円
の
申
請
が
あ
っ
た
。

現
場
で
の
有
効
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
が
、
手
続
の
複
雑
さ
、
制
度
内
容
の
周

知
不
足
も
あ
り
、
改
善
に
向
け
引
き
続
き

対
応
す
る
。

　
　
　水
路
管
理
の
現
状
と
課
題
、
水
路

管
理
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　高
齢
化
や
離
農
に
よ
る
水
路
管
理

の
人
手
不
足
で
、
農
作
業
の
維
持
管
理
に

支
障
が
生
じ
、
地
域
農
業
を
維
持
す
る
う

え
で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
を
引
き
続
き
活

用
し
、
担
い
手
等
へ
の
負
担
軽
減
を
支
援

す
る
。

問問 答答

問問 答答

　委
員
会
視
察
で
「
農
業
振
興
」
の
取
組

が
自
治
体
の
各
種
課
題
の
解
決
策
を
生

み
、人
が
つ
な
が
り
、挑
戦
者
を
育
て
「
ま

ち
」
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
先
進
事
例

を
学
ん
だ
。

　
　
　農
業
に
お
け
る
垂
直
戦
略
を
ど
う

検
証
し
て
い
る
か
。
６
次
産
業
化
に
当
た

る
が
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
異
業
種

参
入
も
含
め
「
ヒ
ト
」
や
「
モ
ノ
」
が
繋

が
り
活
性
化
し
て
い
る
か
。
検
証
作
業
の

必
要
は
な
い
か
。

　
　
　市
内
に
は
６
次
産
業
化
に
取
り
組

む
農
業
者
が
、
通
年
営
農
の
実
現
と
収
益

の
向
上
に
つ
な
げ
、
６
次
産
業
化
は
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。
県
の
指
導
で
、
先
進

地
事
例
な
ど
を
検
証
し
、
農
業
者
の
さ
ら

な
る
経
営
安
定
と
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。

　
　
　農
業
の
水
平
戦
略
に
つ
い
て
、
現

代
版
農
商
工
学
連
携
は
で
き
て
い
る
か
。

魚
沼
の
大
地
に
潜
在
す
る
地
域
資
源
を
研

究
し
磨
き
上
げ
各
地
、
各
分
野
に
水
平
展

開
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
も
ブ
ラ
ン

ド
化
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
な
る
成
長
を
ど
う
図
る
か
。

　
　
　商
と
の
連
携
（
市
の
農
産
物
な
ど

を
加
工
販
売
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
）、

学
と
の
連
携
（
東
京
農
業
大
学
か
ら
本
市

農
産
物
を
育
む
超
軟
水
の
研
究
）、
工
と

の
連
携
（
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
大
型
檻
の
試

験
開
発
）
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

先
進
事
例
を
参
考
に
市
内
外
の
様
々
な
事

業
者
か
ら
知
恵
を
借
り
、
双
方
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
関
係
を
構
築
し
、
成
長

し
て
い
く
取
組
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
市
で
は
農
業
振
興
を
あ
わ
せ

生
態
系
を
守
る
農
業
に
取
り
組
む
団
体
も

あ
る
。
安
心
安
全
な
付
加
価
値
農
業
へ
の

取
組
は
可
能
か
。

　
　
　生
態
系
を
守
る
農
業
の
実
現
に
向

け
、
有
機
作
物
の
栽
培
や
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
の
原
則
５
割
以
上
低
減
と
い

っ
た
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を

行
う
農
業
者
へ
の
取
組
に
国
や
県
と
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
と
し
て
支

援
し
て
い
る
。
安
全
で
安
心
で
き
る
食
の

提
供
は
消
費
者
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
有
機
栽
培
の

米
や
野
菜
な
ど
は
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
推
奨
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
の
創
出
を
後
押
し
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
強
化
や
販
路
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

問問 答

問答 答

　地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
た
め
、
平
成
31
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
森
林
環
境
税
」

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
つ
い
て
市
に
現

況
を
問
う
。

　
　
　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
・
現
況

に
つ
い
て
、
ク
マ
に
限
ら
ず
動
植
物
の
生

態
系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
原
因
と
し

て
里
山
の
荒
廃
が
挙
げ
ら
れ
る
。
薪
や
木

炭
の
生
産
と
い
っ
た
田
舎
暮
ら
し
の
原
点

で
あ
る
森
林
整
備
は
林
業
経
営
に
も
環
境

面
で
も
新
た
な
起
爆
剤
と
な
り
う
る
素
材

が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
元
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま

で
の
譲
与
額
は
約
９
，
５
０
０
万
円
で
あ

る
。
活
用
額
は
約
８
，
５
０
０
万
円
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
90
％
の
譲
与
税
を
活
用
し

て
い
る
。
譲
与
税
の
使
途
は
、
森
林
整
備

に
関
す
る
施
策
、
人
材
の
育
成
・
担
い
手

の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
・
普
及
啓
発

等
の
森
林
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
、

私
有
人
工
林
な
ど
の
森
林
整
備
に
約
３
，

４
０
０
万
円
、
森
林
作
業
道
開
設
の
路
網

整
備
に
約
２
，
４
０
０
万
円
、
市
産
材
製

品
の
木
材
活
用
に
約
２
，
７
０
０
万
円
、

担
い
手
確
保
や
普
及
啓
発
活
動
に
約
60
万

円
を
充
て
活
用
し
た
。

　
　
　森
林
環
境
譲
与
税
の
自
治
体
間
協

定
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
整
備
す
べ
き
森

林
が
少
な
い
都
市
部
の
自
治
体
は
、
具
体

的
な
使
途
が
決
ま
ら
ず
、
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。
都
市

部
の
自
治
体
と
森
林
を
有
す
る
魚
沼
市
が

連
携
し
、
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
を
都
市

部
の
自
治
体
へ
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　森
林
面
積
の
少
な
い
都
市
部
の
自

治
体
で
は
、
譲
与
税
を
基
金
に
積
み
増
す

例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
自
治
体
間
協
定
に

よ
り
本
市
で
の
森
林
整
備
や
森
林
環
境
学

習
な
ど
に
活
用
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
と
交
流
の
あ
る
首
都
圏
自

治
体
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
や

要
望
等
を
聞
き
、
有
効
に
活
用
で
き
る
内

容
を
検
討
し
今
後
も
提
案
し
て
い
く
。

問答

問答

　有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
非
常
に
多
く
の
経

費
と
労
力
、
そ
し
て
危
険
を
伴
い
行
っ
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
数
が
年
々
増
加

し
、
捕
獲
し
た
個
体
の
処
分
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
ジ
ビ
エ
な
ど
の
活
用
も
有
効

と
考
え
る
。
自
家
消
費
さ
れ
て
い
な
い
イ

ノ
シ
シ
は
、
現
在
埋
設
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
解

体
施
設
及
び
食
肉
加
工
施
設
の
整
備
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
食
肉
と
し
て
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
所
得
向
上
や
積

極
的
な
捕
獲
に
よ
る
被
害
軽
減
が
見
込
ま

れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
及
び

捕
獲
者
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
解
体
施
設
や
食
肉
加
工
施

設
の
整
備
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
は
、
捕

獲
者
に
一
任
さ
れ
、
近
隣
地
域
に
も
対
応

可
能
な
施
設
が
な
く
、
処
理
に
対
し
苦
慮

し
て
い
る
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
国
の

制
度
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
の
支
援
内
容
の
一
つ
に
、
食
肉
利

用
等
施
設
整
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

整
備
後
も
安
定
し
た
運
営
が
行
え
る
事
業

者
で
な
け
れ
ば
担
う
こ
と
は
難
し
い
。
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
負
担
軽
減
は
、
重

要
案
件
と
考
え
る
。
担
い
手
確
保
の
た
め

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　市
町
村
の
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
発

生
す
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に

対
し
、同
様
の
課
題
を
抱
え
る
市
町
村
間
、

広
域
で
連
携
し
て
施
設
整
備
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　
　南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、

湯
沢
町
、
津
南
町
で
構
成
さ
れ
る
三
市
二

町
、
雪
国
観
光
圏
等
と
の
会
議
で
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問答

問答

佐藤　卓摩

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て

横山　正樹

市
内
の
公
共
施
設
や
集
客

施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に

つ
い
て
問
う

星野みゆき

有
害
鳥
獣
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

遠藤　徳一

魚
沼
の
魅
力
を﹁
農
﹂で
つ

な
ぐ
成
長
戦
略
に
つ
い
て

※
１

　ジ
ビ
エ

　狩
猟
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
の
鳥
獣
の

食
用
肉
。

※
１
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　国
・
県
・
市
道
の
草
刈
り
に
つ
い

て
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
が
、
作
業
を
同
時
期
に
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　道
路
除
草
は
各
管
理
者
が
優
先
度

を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。
道
路
ご
と
に

優
先
度
が
違
い
、
業
者
間
の
工
程
調
整
も

煩
雑
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に
は
難

し
い
。
緊
急
、
危
険
箇
所
等
で
具
体
的
な

場
所
、時
期
が
特
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

道
路
管
理
者
間
で
の
調
整
も
検
討
で
き
る
。

　
　
　除
雪
作
業
に
従
事
す
る
人
員
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
今
冬
の
除

雪
体
制
に
つ
い
て
、
人
員
は
十
分
確
保
で

き
て
い
る
か
。

　
　
　十
分
確
保
で
き
て
い
る
。

　
　
　空
き
家
の
増
加
、
高
齢
化
に
よ
り

自
宅
前
の
歩
道
や
路
肩
の
除
雪
、
門
払
い

が
で
き
な
い
場
所
が
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
対
応
策
等
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　住
宅
出
入
口
の
雪
の
処
理
は
、
各

家
庭
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
空
き
家
前

の
路
肩
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
空

き
家
を
起
因
と
し
て
道
路
除
雪
に
影
響
が

あ
る
場
合
は
、
空
き
家
の
管
理
責
任
は
原

則
と
し
て
所
有
者
に
あ
る
た
め
、
地
域
住

民
の
生
活
へ
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
所
有

者
に
対
し
適
正
管
理
の
徹
底
を
求
め
て
い

る
。
自
力
で
処
理
で
き
な
い
要
援
護
世
帯

の
門
払
い
は
、
軽
度
生
活
支
援
事
業
の
除

雪
援
助
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
作

業
者
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

除
雪
作
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

門
払
い
で
除
雪
機
を
使
用
し
た
場
合
の
支

援
制
度
を
昨
年
度
新
設
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
冬
季
間
の
高
齢
者
住
宅
等
の
安
定
的
で

持
続
可
能
な
除
雪
体
制
の
維
持
に
努
め
て

い
く
。

問問問 答答

答

　こ
れ
ま
で
の
政
府
は
、「
国
債
は
借
金

で
あ
る
か
ら
、
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
」
と
緊
縮
財
政
を
続
け
て
き
た
が
、

そ
の
結
果
が
失
わ
れ
た
30
年
で
あ
っ
た
。

　本
来
、
需
要
不
足
の
時
に
政
府
は
財
政

出
動
や
減
税
を
し
て
需
要
喚
起
・
消
費
喚

起
を
す
る
の
が
マ
ク
ロ
経
済
の
基
本
的
政

策
で
あ
る
か
ら
、「
将
来
世
代
に
責
任
を

持
つ
た
め
に
も
適
切
な
規
模
で
の
積
極
的

な
財
政
出
動
に
よ
っ
て
、
国
全
体
の
供
給

能
力
の
毀
損
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
責
任
あ
る
積
極
財
政
を
展

開
す
る
高
市
政
権
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
問
う
。

　
　
　市
長
は
高
市
内
閣
の
「
責
任
あ
る

積
極
財
政
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
か
。

　
　
　一
地
方
自
治
体
の
長
で
あ
る
私

が
、
高
市
内
閣
を
評
価
で
き
る
立
場
に
は

な
い
。
国
が
掲
げ
る
「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
が
安

定
し
、
地
方
の
成
長
と
暮
ら
し
の
安
心
に

つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　経
済
発
展
に
よ
る
所
得
向
上
を
図

り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
賃
上
げ
を
確
実

に
す
る
た
め
に
、何
を
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
　
　さ
ら
な
る
公
共
調
達
の
適
正
化
や

業
界
団
体
を
通
じ
た
価
格
転
嫁
の
促
進
、

企
業
の
強
み
や
魅
力
と
い
っ
た
付
加
価
値

向
上
へ
の
支
援
な
ど
で
、
地
域
経
済
の
好

循
環
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
　
　責
任
あ
る
積
極
財
政
を
掲
げ
る
高

市
政
権
に
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
何
を

要
望
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　10
月
の
北
信
越
市
長
会
総
会
に
お

い
て
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
の
期
間
延
長
、
地
方
交
付
税
の
確
保
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
所
要
額
確
保
に
つ
い

て
要
望
し
た
。
引
き
続
き
必
要
な
財
政
措

置
を
国
に
求
め
て
い
く
。

問答

問問 答答

職
員
を
守
る
た
め
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

　
　
　職
員
か
ら
の
相
談
窓
口
や
、
問
題

が
発
生
し
た
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
内

部
体
制
は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
組
織

的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
各
部
署
で

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ

ば
、
係
長
、
課
長
等
と
対
応
す
る
。
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
場
合
は
、
毅
然

と
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　カ
ス
ハ
ラ
指
針
の
策
定
、
相
談
窓

口
の
明
確
化
、
市
民
向
け
注
意
喚
起
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
研
修
の
実
施
な
ど
の
対
応

が
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
作
成
済
み

で
あ
る
。
市
民
に
対
し
、
市
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
周
知

す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
表
で
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
止
も
期
待
す
る
。

来
年
度
、
職
員
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　職
員
の
安
全
確
保
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
観
点
か
ら
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
体

系
的
に
検
討
し
、
魚
沼
市
独
自
の
指
針
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
の

見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　今
回
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
基
本
ル

ー
ル
と
し
た
い
。

友
好
自
治
体
等
と
の
職
員
交
流
・
交
互
派

遣
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　友
好
自
治
体
と
の
間
で
、
職
員
の

相
互
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

　
　
　友
好
自
治
体
へ
の
派
遣
は
、
広
い

視
野
や
見
識
を
習
得
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。
友
好
自
治
体
か
ら
は
、
本
市
で
不
足

し
て
い
る
土
木
・
建
築
等
の
専
門
職
の
派

遣
で
、
新
し
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

る
機
会
と
考
え
る
。

　
　
　今
後
、
友
好
自
治
体
と
の
職
員
相

互
派
遣
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
や
計
画

は
あ
る
か
。

　
　
　具
体
的
な
検
討
等
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
友
好
自
治
体
に
対
し
人
事
交
流
を

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

問問問 答答

問問 答答答

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
建
設
計
画
当
初

か
ら
地
盤
が
悪
く
、「
豆
腐
の
上
の
原
発
」

と
言
わ
れ
て
き
た
。
２
０
０
７
年
の
中
越

沖
地
震
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８
の

地
震
で
あ
っ
た
が
、
原
発
敷
地
で
は
地
盤

の
隆
起
と
陥
没
で
大
変
な
被
害
が
起
き

た
。
３
号
機
か
ら
は
黒
煙
が
上
が
っ
た
の

で
あ
る
。
道
路
は
大
渋
滞
と
な
り
、
避
難

で
き
な
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
地
震
で

の
一
番
の
心
配
は
プ
ー
ル
内
の
使
用
済
核

燃
料
同
士
が
触
れ
れ
ば
核
爆
発
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
魚
沼
市
は
柏
崎
刈
羽
原
発
か

ら
上
稲
倉
地
区
の
一
部
は
30
㎞
以
内
で
あ

り
、
風
向
き
は
80
％
が
西
風
で
あ
る
。
事

故
が
起
き
れ
ば
逃
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
。

市
長
は
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
は
反

対
の
意
思
表
示
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　県
議
会
で
地
元
の
意
思
を
確
認
す

る
と
し
た
新
潟
県
知
事
の
意
向
・
判
断
を

尊
重
し
た
い
。

介
護
人
材
の
確
保
策
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
市
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
一
方
介
護
人
材
の
不
足
か
ら
介
護
施

設
の
閉
鎖
の
動
き
も
あ
る
。
介
護
業
界
の

重
労
働
、
賃
金
水
準
の
低
さ
か
ら
人
手
不

足
の
状
況
も
深
刻
で
あ
る
。
諸
物
価
高
騰

も
あ
り
、益
々
人
材
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
。

介
護
職
員
の
賃
金
不
足
か
ら
の
開
放
が
大

切
と
考
え
る
。
大
幅
な
賃
金
改
善
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
事
業
所
で
は
、
介
護
報
酬
は

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
国
が
定
め
て
い
る

こ
と
や
、
諸
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

そ
の
改
善
に
向
け
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
職
員
の
賃
金
水
準
の
低
さ
や

人
材
不
足
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
国

の
介
護
報
酬
の
改
定
の
動
き
を
見
つ
つ
、

本
市
と
し
て
介
護
事
業
所
の
人
材
不
足
解

消
に
向
け
、
引
き
続
き
介
護
人
材
確
保
支

援
事
業
に
よ
り
事
業
所
支
援
を
行
う
。

問答

問答

古田島　丞

道
路
の
草
刈
り
、除
雪
に

つ
い
て
問
う

星　　直樹

市
職
員
の
処
遇
、交
互
派
遣

に
つ
い
て

高野甲子雄

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

に
は
反
対
の
意
思
表
示
を

示
す
べ
き
だ

　

渡辺　一美

高
市
内
閣
﹁
責
任
あ
る
積

極
財
政
﹂
に
つ
い
て
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　国
・
県
・
市
道
の
草
刈
り
に
つ
い

て
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
が
、
作
業
を
同
時
期
に
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　道
路
除
草
は
各
管
理
者
が
優
先
度

を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。
道
路
ご
と
に

優
先
度
が
違
い
、
業
者
間
の
工
程
調
整
も

煩
雑
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に
は
難

し
い
。
緊
急
、
危
険
箇
所
等
で
具
体
的
な

場
所
、時
期
が
特
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

道
路
管
理
者
間
で
の
調
整
も
検
討
で
き
る
。

　
　
　除
雪
作
業
に
従
事
す
る
人
員
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
今
冬
の
除

雪
体
制
に
つ
い
て
、
人
員
は
十
分
確
保
で

き
て
い
る
か
。

　
　
　十
分
確
保
で
き
て
い
る
。

　
　
　空
き
家
の
増
加
、
高
齢
化
に
よ
り

自
宅
前
の
歩
道
や
路
肩
の
除
雪
、
門
払
い

が
で
き
な
い
場
所
が
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
対
応
策
等
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　住
宅
出
入
口
の
雪
の
処
理
は
、
各

家
庭
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
空
き
家
前

の
路
肩
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
空

き
家
を
起
因
と
し
て
道
路
除
雪
に
影
響
が

あ
る
場
合
は
、
空
き
家
の
管
理
責
任
は
原

則
と
し
て
所
有
者
に
あ
る
た
め
、
地
域
住

民
の
生
活
へ
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
所
有

者
に
対
し
適
正
管
理
の
徹
底
を
求
め
て
い

る
。
自
力
で
処
理
で
き
な
い
要
援
護
世
帯

の
門
払
い
は
、
軽
度
生
活
支
援
事
業
の
除

雪
援
助
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
作

業
者
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

除
雪
作
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

門
払
い
で
除
雪
機
を
使
用
し
た
場
合
の
支

援
制
度
を
昨
年
度
新
設
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
冬
季
間
の
高
齢
者
住
宅
等
の
安
定
的
で

持
続
可
能
な
除
雪
体
制
の
維
持
に
努
め
て

い
く
。

問問問 答答

答

　こ
れ
ま
で
の
政
府
は
、「
国
債
は
借
金

で
あ
る
か
ら
、
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
」
と
緊
縮
財
政
を
続
け
て
き
た
が
、

そ
の
結
果
が
失
わ
れ
た
30
年
で
あ
っ
た
。

　本
来
、
需
要
不
足
の
時
に
政
府
は
財
政

出
動
や
減
税
を
し
て
需
要
喚
起
・
消
費
喚

起
を
す
る
の
が
マ
ク
ロ
経
済
の
基
本
的
政

策
で
あ
る
か
ら
、「
将
来
世
代
に
責
任
を

持
つ
た
め
に
も
適
切
な
規
模
で
の
積
極
的

な
財
政
出
動
に
よ
っ
て
、
国
全
体
の
供
給

能
力
の
毀
損
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
責
任
あ
る
積
極
財
政
を
展

開
す
る
高
市
政
権
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
問
う
。

　
　
　市
長
は
高
市
内
閣
の
「
責
任
あ
る

積
極
財
政
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
か
。

　
　
　一
地
方
自
治
体
の
長
で
あ
る
私

が
、
高
市
内
閣
を
評
価
で
き
る
立
場
に
は

な
い
。
国
が
掲
げ
る
「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
が
安

定
し
、
地
方
の
成
長
と
暮
ら
し
の
安
心
に

つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　経
済
発
展
に
よ
る
所
得
向
上
を
図

り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
賃
上
げ
を
確
実

に
す
る
た
め
に
、何
を
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
　
　さ
ら
な
る
公
共
調
達
の
適
正
化
や

業
界
団
体
を
通
じ
た
価
格
転
嫁
の
促
進
、

企
業
の
強
み
や
魅
力
と
い
っ
た
付
加
価
値

向
上
へ
の
支
援
な
ど
で
、
地
域
経
済
の
好

循
環
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
　
　責
任
あ
る
積
極
財
政
を
掲
げ
る
高

市
政
権
に
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
何
を

要
望
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　10
月
の
北
信
越
市
長
会
総
会
に
お

い
て
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
の
期
間
延
長
、
地
方
交
付
税
の
確
保
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
所
要
額
確
保
に
つ
い

て
要
望
し
た
。
引
き
続
き
必
要
な
財
政
措

置
を
国
に
求
め
て
い
く
。

問答

問問 答答

職
員
を
守
る
た
め
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

　
　
　職
員
か
ら
の
相
談
窓
口
や
、
問
題

が
発
生
し
た
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
内

部
体
制
は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
組
織

的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
各
部
署
で

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ

ば
、
係
長
、
課
長
等
と
対
応
す
る
。
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
場
合
は
、
毅
然

と
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　カ
ス
ハ
ラ
指
針
の
策
定
、
相
談
窓

口
の
明
確
化
、
市
民
向
け
注
意
喚
起
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
研
修
の
実
施
な
ど
の
対
応

が
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
作
成
済
み

で
あ
る
。
市
民
に
対
し
、
市
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
周
知

す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
表
で
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
止
も
期
待
す
る
。

来
年
度
、
職
員
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　職
員
の
安
全
確
保
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
観
点
か
ら
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
体

系
的
に
検
討
し
、
魚
沼
市
独
自
の
指
針
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
の

見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　今
回
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
基
本
ル

ー
ル
と
し
た
い
。

友
好
自
治
体
等
と
の
職
員
交
流
・
交
互
派

遣
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　友
好
自
治
体
と
の
間
で
、
職
員
の

相
互
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

　
　
　友
好
自
治
体
へ
の
派
遣
は
、
広
い

視
野
や
見
識
を
習
得
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。
友
好
自
治
体
か
ら
は
、
本
市
で
不
足

し
て
い
る
土
木
・
建
築
等
の
専
門
職
の
派

遣
で
、
新
し
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

る
機
会
と
考
え
る
。

　
　
　今
後
、
友
好
自
治
体
と
の
職
員
相

互
派
遣
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
や
計
画

は
あ
る
か
。

　
　
　具
体
的
な
検
討
等
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
友
好
自
治
体
に
対
し
人
事
交
流
を

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

問問問 答答

問問 答答答

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
建
設
計
画
当
初

か
ら
地
盤
が
悪
く
、「
豆
腐
の
上
の
原
発
」

と
言
わ
れ
て
き
た
。
２
０
０
７
年
の
中
越

沖
地
震
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８
の

地
震
で
あ
っ
た
が
、
原
発
敷
地
で
は
地
盤

の
隆
起
と
陥
没
で
大
変
な
被
害
が
起
き

た
。
３
号
機
か
ら
は
黒
煙
が
上
が
っ
た
の

で
あ
る
。
道
路
は
大
渋
滞
と
な
り
、
避
難

で
き
な
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
地
震
で

の
一
番
の
心
配
は
プ
ー
ル
内
の
使
用
済
核

燃
料
同
士
が
触
れ
れ
ば
核
爆
発
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
魚
沼
市
は
柏
崎
刈
羽
原
発
か

ら
上
稲
倉
地
区
の
一
部
は
30
㎞
以
内
で
あ

り
、
風
向
き
は
80
％
が
西
風
で
あ
る
。
事

故
が
起
き
れ
ば
逃
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
。

市
長
は
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
は
反

対
の
意
思
表
示
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　県
議
会
で
地
元
の
意
思
を
確
認
す

る
と
し
た
新
潟
県
知
事
の
意
向
・
判
断
を

尊
重
し
た
い
。

介
護
人
材
の
確
保
策
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
市
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
一
方
介
護
人
材
の
不
足
か
ら
介
護
施

設
の
閉
鎖
の
動
き
も
あ
る
。
介
護
業
界
の

重
労
働
、
賃
金
水
準
の
低
さ
か
ら
人
手
不

足
の
状
況
も
深
刻
で
あ
る
。
諸
物
価
高
騰

も
あ
り
、益
々
人
材
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
。

介
護
職
員
の
賃
金
不
足
か
ら
の
開
放
が
大

切
と
考
え
る
。
大
幅
な
賃
金
改
善
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
事
業
所
で
は
、
介
護
報
酬
は

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
国
が
定
め
て
い
る

こ
と
や
、
諸
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

そ
の
改
善
に
向
け
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
職
員
の
賃
金
水
準
の
低
さ
や

人
材
不
足
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
国

の
介
護
報
酬
の
改
定
の
動
き
を
見
つ
つ
、

本
市
と
し
て
介
護
事
業
所
の
人
材
不
足
解

消
に
向
け
、
引
き
続
き
介
護
人
材
確
保
支

援
事
業
に
よ
り
事
業
所
支
援
を
行
う
。

問答

問答

古田島　丞

道
路
の
草
刈
り
、除
雪
に

つ
い
て
問
う

星　　直樹

市
職
員
の
処
遇
、交
互
派
遣

に
つ
い
て

高野甲子雄

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

に
は
反
対
の
意
思
表
示
を

示
す
べ
き
だ

　

渡辺　一美

高
市
内
閣
﹁
責
任
あ
る
積

極
財
政
﹂
に
つ
い
て
問
う
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般

質

問
︵
通
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順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　堀
之
内
地
区
長
屋
の
住
民
は
、
上
越
新

幹
線
開
業
か
ら
今
日
ま
で
43
年
間
、
新
幹

線
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
　
　そ
の
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
市
は
ど

う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
解
決
に
向
け
、
申

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
騒
音
対
策
に
努
め

て
い
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。し
か
し
、

令
和
５
年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
改
善
が
見
ら
れ
て

い
な
い
。
令
和
７
年
１
月
に
長
屋
地
区
役

員
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
際
に
、
問

題
が
解
決
し
な
い
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
未
だ
に
解
決
し
な
い

現
状
に
対
し
遺
憾
に
思
う
。

　
　
　住
民
へ
の
支
援
策
は
な
い
の
か
。

　
　
　原
因
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
解
決
す

べ
き
で
あ
り
、
市
と
し
て
支
援
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

柏
崎
刈
羽
原
発
、
県
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

　
　
　原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、

当
市
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
長
岡
市
も
行
っ
て
い
る
独
自

調
査
と
分
析
を
、
魚
沼
市
で
も
行
う
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　県
民
意
識
調
査
の
全
体
の
集
約
結

果
は
確
認
し
て
い
る
。
本
市
独
自
の
回
答

デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
　
　県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
に
対
す
る
県
民
の

意
識
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
と
捉
え
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
　政
府
は
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
給

食
費
無
償
化
を
示
し
て
い
る
が
、
中
学
校

給
食
費
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
単
独
で

も
中
学
校
給
食
費
助
成
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　物
価
高
騰
で
、
保
護
者
の
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
の
補
助
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
が
、
全
額
市
の
負

担
は
、
有
利
な
財
源
等
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
く
。

問問 答答

問問答 答 答

　市
民
か
ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
廃
業
を
選

択
す
る
企
業
が
市
内
に
存
在
す
る
状
況
を

踏
ま
え
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　当
市
に
あ
る
事
業
者
の
後
継
者
不

在
率
と
、
支
援
が
特
に
必
要
と
認
識
し
て

い
る
事
業
者
数
を
問
う
。

　
　
　昨
年
度
の
商
工
会
連
絡
協
議
会
の

調
査
に
よ
る
と
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
事
業
者
が
８
・
３
％
、
自
分
の
代
で

廃
業
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
が
44
・
８

％
、
第
三
者
に
譲
り
た
い
事
業
者
が
７
・

０
％
で
あ
っ
た
。
後
継
者
不
在
率
は
概
ね

５
割
程
度
で
、
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る

の
は
58
事
業
者
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　当
市
に
お
け
る
事
業
承
継
の
支
援

体
制
・
人
員
・
機
能
、
今
後
の
課
題
認
識

を
問
う
。

　
　
　新
潟
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
、
個
別
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
承
継
促
進
事

業
補
助
金
と
し
て
、
事
業
承
継
に
係
る
費

用
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

現
状
は
い
ず
れ
も
十
分
に
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
。
現
状
を
踏
ま
え
、
潜
在
的
な
対

象
企
業
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
独
自
で
専
門
的
人
材

を
配
置
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
新
潟
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
た
い
。

　
　
　長
岡
市
で
は
後
継
者
不
足
に
悩
む

経
営
者
の
声
を
拾
う
相
談
窓
口
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
。
本

市
で
も
民
間
企
業
や
協
力
隊
等
の
専
門
人

材
の
知
見
を
活
用
す
る
取
組
を
行
わ
な
い
か
。

　
　
　引
き
続
き
、
新
潟
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を
深
め
て
い
く
。
新

し
く
事
業
承
継
の
専
門
人
材
を
受
け
入
れ

る
予
定
は
な
い
が
、
小
出
商
店
街
に
配
置

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
、
各
地
域

に
い
る
集
落
支
援
員
か
ら
の
情
報
収
集
に

も
努
め
る
。

問問 答答

問答

　「Ｄ
Ｃ
誘
致
を
魚
沼
市
へ
」
と
い
う
こ

と
を
以
前
か
ら
要
望
し
て
き
た
。Ａ
Ｉ
の

普
及
に
対
し
、Ｄ
Ｃ
が
追
い
付
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。Ｄ
Ｃ
は
太
平
洋
側

に
集
中
し
て
お
り
、
災
害
時
対
応
と
し
て

地
方
に
誘
致
す
る
考
え
で
、
東
北
電
力
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
の

３
社
が
新
潟
・
東
北
地
方
に
Ｄ
Ｃ
を
誘
致
・

推
進
す
る
た
め
業
務
協
力
協
定
を
締
結
し

た
。
冷
涼
な
気
候
等
が
立
地
に
適
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
計
画
の
段
階
か

ら
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
で
あ

る
。
魚
沼
市
は
、
立
地
条
件
は
十
分
満
た

し
て
い
る
こ
と
や
多
額
の
固
定
資
産
税
が

長
期
に
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
ず
誘
致
・
要
望
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　今
ま
で
の
答
弁
で
は
、
海
底
ケ
ー

ブ
ル
の
陸
揚
げ
局
の
設
置
箇
所
が
定
ま
っ

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
様
子
を
見
守

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

　

状
況
等
で
動
き
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　国
を
通
じ
た
候
補
地
と
し
て
の
情

報
発
信
や
、
情
報
収
集
な
ど
を
も
と
に
誘

致
活
動
に
努
め
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

目
に
見
え
た
進
展
は
な
い
。

　
　
　東
北
電
力
等
３
社
と
の
協
定
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

　
　
　３
社
に
よ
り
本
市
の
誘
致
活
動
に

弾
み
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　今
こ
そ
誘
致
に
対
し
、
最
適
地
で

あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
し
て
活
動
し
３
社
に
掛
け
合
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　業
務
協
力
協
定
企
業
で
あ
る
東
北

電
力
を
通
じ
情
報
共
有
や
電
力
供
給
に
関

わ
る
試
算
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
、
誘
致
活
動
の
中
で
関
係
機
関
や
協

定
団
体
等
と
情
報
共
有
し
、Ｄ
Ｃ
を
含
む

企
業
誘
致
活
動
に
努
め
る
。
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
は
、
現
段
階
で
は
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
調
整
や
誘
致
活
動
の
進 

　を
踏
ま
え
た

う
え
で
検
討
す
る
。

問答

問問 答答

　
　
　市
の
見
解
を
問
う
。
暫
定
目
標
値

か
ら
水
質
基
準
へ
の
引
上
げ
は
ど
う
か
。

　
　
　１
万
種
類
以
上
の
物
質
が
あ
る
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
で
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ（
ペ
ル
フ
ル
オ

ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
は
、
幅

広
い
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
人
体
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。水
道
水
は
、

昨
年
度
か
ら
水
質
検
査
を
実
施
し
、Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
か

ら
水
道
法
の
改
正
で
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
が
水
質
基
準
に
追
加
さ
れ
る
。

　
　
　水
道
水
以
外
で
は
ど
う
か
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
令

和
６
年
度
と
令
和
７
年
度
に
新
潟
県
が
河

川
水
及
び
地
下
水
の
調
査
を
実
施
し
た
。

魚
野
川
・
佐
梨
川
・
破
間
川
・
市
内
の
地

下
水
で
、
国
が
設
定
し
た
指
針
値
を
上
回

る
数
値
を
検
出
し
な
か
っ
た
。
現
時
点
で

本
市
独
自
の
調
査
等
は
実
施
し
な
い
。

　
　
　市
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
起
因
す
る

健
康
被
害
は
低
い
と
考
え
、
市
民
説
明
会

等
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

自
転
車
へ
の
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て

　
　
　４
月
ま
で
に
外
国
人
を
含
め
周
知

徹
底
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
　令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
予

定
で
あ
る
。
市
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
対
象
と
な
る
主
な
違
反
行

為
、
反
則
金
の
額
等
を
掲
載
す
る
。
チ
ラ

シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
市
の
窓
口
や
各

施
設
に
配
置
し
、
市
民
へ
の
浸
透
を
図
っ

て
い
く
。

ご
み
処
理
場
に
つ
い
て

　
　
　過
去
最
大
の
公
共
事
業
と
な
る
。

財
政
上
の
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

（
対
象
経
費
１
／
３
補
助
）、
過
疎
対
策
事

業
債
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
国
・
県

と
協
議
中
で
あ
る
。
不
足
分
は
、
一
般
廃

棄
物
処
理
事
業
債
も
視
野
に
入
れ
る
。
令

和
12
年
度
が
歳
出
の
ピ
ー
ク
で
、
基
金
の

活
用
も
想
定
し
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

問問問 答答答

問問 答答

磯部竜太郎

事
業
承
継
で
地
域
企
業
を

次
世
代
に
残
す
た
め
の
支

援
策
に
つ
い
て

　

大桃　俊彦

今
こ
そ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

︵
Ｄ
Ｃ
︶
誘
致
を
魚
沼
市
へ

大平　恭児

新
幹
線
騒
音
問
題
の
早
期

解
決
を

本田　　篤

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
︵
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
︶の
環
境
＆
健
康
対
策
は

問
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　堀
之
内
地
区
長
屋
の
住
民
は
、
上
越
新

幹
線
開
業
か
ら
今
日
ま
で
43
年
間
、
新
幹

線
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
　
　そ
の
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
市
は
ど

う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
解
決
に
向
け
、
申

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
騒
音
対
策
に
努
め

て
い
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。し
か
し
、

令
和
５
年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
改
善
が
見
ら
れ
て

い
な
い
。
令
和
７
年
１
月
に
長
屋
地
区
役

員
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
際
に
、
問

題
が
解
決
し
な
い
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
未
だ
に
解
決
し
な
い

現
状
に
対
し
遺
憾
に
思
う
。

　
　
　住
民
へ
の
支
援
策
は
な
い
の
か
。

　
　
　原
因
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
解
決
す

べ
き
で
あ
り
、
市
と
し
て
支
援
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

柏
崎
刈
羽
原
発
、
県
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

　
　
　原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、

当
市
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
長
岡
市
も
行
っ
て
い
る
独
自

調
査
と
分
析
を
、
魚
沼
市
で
も
行
う
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　県
民
意
識
調
査
の
全
体
の
集
約
結

果
は
確
認
し
て
い
る
。
本
市
独
自
の
回
答

デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
　
　県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
に
対
す
る
県
民
の

意
識
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
と
捉
え
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
　政
府
は
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
給

食
費
無
償
化
を
示
し
て
い
る
が
、
中
学
校

給
食
費
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
単
独
で

も
中
学
校
給
食
費
助
成
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　物
価
高
騰
で
、
保
護
者
の
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
の
補
助
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
が
、
全
額
市
の
負

担
は
、
有
利
な
財
源
等
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
く
。

問問 答答

問問答 答 答

　市
民
か
ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
廃
業
を
選

択
す
る
企
業
が
市
内
に
存
在
す
る
状
況
を

踏
ま
え
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　当
市
に
あ
る
事
業
者
の
後
継
者
不

在
率
と
、
支
援
が
特
に
必
要
と
認
識
し
て

い
る
事
業
者
数
を
問
う
。

　
　
　昨
年
度
の
商
工
会
連
絡
協
議
会
の

調
査
に
よ
る
と
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
事
業
者
が
８
・
３
％
、
自
分
の
代
で

廃
業
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
が
44
・
８

％
、
第
三
者
に
譲
り
た
い
事
業
者
が
７
・

０
％
で
あ
っ
た
。
後
継
者
不
在
率
は
概
ね

５
割
程
度
で
、
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る

の
は
58
事
業
者
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　当
市
に
お
け
る
事
業
承
継
の
支
援

体
制
・
人
員
・
機
能
、
今
後
の
課
題
認
識

を
問
う
。

　
　
　新
潟
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
、
個
別
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
承
継
促
進
事

業
補
助
金
と
し
て
、
事
業
承
継
に
係
る
費

用
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

現
状
は
い
ず
れ
も
十
分
に
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
。
現
状
を
踏
ま
え
、
潜
在
的
な
対

象
企
業
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
独
自
で
専
門
的
人
材

を
配
置
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
新
潟
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
た
い
。

　
　
　長
岡
市
で
は
後
継
者
不
足
に
悩
む

経
営
者
の
声
を
拾
う
相
談
窓
口
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
。
本

市
で
も
民
間
企
業
や
協
力
隊
等
の
専
門
人

材
の
知
見
を
活
用
す
る
取
組
を
行
わ
な
い
か
。

　
　
　引
き
続
き
、
新
潟
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を
深
め
て
い
く
。
新

し
く
事
業
承
継
の
専
門
人
材
を
受
け
入
れ

る
予
定
は
な
い
が
、
小
出
商
店
街
に
配
置

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
、
各
地
域

に
い
る
集
落
支
援
員
か
ら
の
情
報
収
集
に

も
努
め
る
。

問問 答答

問答

　「Ｄ
Ｃ
誘
致
を
魚
沼
市
へ
」
と
い
う
こ

と
を
以
前
か
ら
要
望
し
て
き
た
。Ａ
Ｉ
の

普
及
に
対
し
、Ｄ
Ｃ
が
追
い
付
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。Ｄ
Ｃ
は
太
平
洋
側

に
集
中
し
て
お
り
、
災
害
時
対
応
と
し
て

地
方
に
誘
致
す
る
考
え
で
、
東
北
電
力
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
の

３
社
が
新
潟
・
東
北
地
方
に
Ｄ
Ｃ
を
誘
致
・

推
進
す
る
た
め
業
務
協
力
協
定
を
締
結
し

た
。
冷
涼
な
気
候
等
が
立
地
に
適
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
計
画
の
段
階
か

ら
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
で
あ

る
。
魚
沼
市
は
、
立
地
条
件
は
十
分
満
た

し
て
い
る
こ
と
や
多
額
の
固
定
資
産
税
が

長
期
に
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
ず
誘
致
・
要
望
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　今
ま
で
の
答
弁
で
は
、
海
底
ケ
ー

ブ
ル
の
陸
揚
げ
局
の
設
置
箇
所
が
定
ま
っ

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
様
子
を
見
守

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

　

状
況
等
で
動
き
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　国
を
通
じ
た
候
補
地
と
し
て
の
情

報
発
信
や
、
情
報
収
集
な
ど
を
も
と
に
誘

致
活
動
に
努
め
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

目
に
見
え
た
進
展
は
な
い
。

　
　
　東
北
電
力
等
３
社
と
の
協
定
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

　
　
　３
社
に
よ
り
本
市
の
誘
致
活
動
に

弾
み
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　今
こ
そ
誘
致
に
対
し
、
最
適
地
で

あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
し
て
活
動
し
３
社
に
掛
け
合
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　業
務
協
力
協
定
企
業
で
あ
る
東
北

電
力
を
通
じ
情
報
共
有
や
電
力
供
給
に
関

わ
る
試
算
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
、
誘
致
活
動
の
中
で
関
係
機
関
や
協

定
団
体
等
と
情
報
共
有
し
、Ｄ
Ｃ
を
含
む

企
業
誘
致
活
動
に
努
め
る
。
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
は
、
現
段
階
で
は
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
調
整
や
誘
致
活
動
の
進 

　を
踏
ま
え
た

う
え
で
検
討
す
る
。

問答

問問 答答

　
　
　市
の
見
解
を
問
う
。
暫
定
目
標
値

か
ら
水
質
基
準
へ
の
引
上
げ
は
ど
う
か
。

　
　
　１
万
種
類
以
上
の
物
質
が
あ
る
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
で
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ（
ペ
ル
フ
ル
オ

ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
は
、
幅

広
い
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
人
体
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。水
道
水
は
、

昨
年
度
か
ら
水
質
検
査
を
実
施
し
、Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
か

ら
水
道
法
の
改
正
で
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
が
水
質
基
準
に
追
加
さ
れ
る
。

　
　
　水
道
水
以
外
で
は
ど
う
か
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
令

和
６
年
度
と
令
和
７
年
度
に
新
潟
県
が
河

川
水
及
び
地
下
水
の
調
査
を
実
施
し
た
。

魚
野
川
・
佐
梨
川
・
破
間
川
・
市
内
の
地

下
水
で
、
国
が
設
定
し
た
指
針
値
を
上
回

る
数
値
を
検
出
し
な
か
っ
た
。
現
時
点
で

本
市
独
自
の
調
査
等
は
実
施
し
な
い
。

　
　
　市
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
起
因
す
る

健
康
被
害
は
低
い
と
考
え
、
市
民
説
明
会

等
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

自
転
車
へ
の
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て

　
　
　４
月
ま
で
に
外
国
人
を
含
め
周
知

徹
底
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
　令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
予

定
で
あ
る
。
市
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
対
象
と
な
る
主
な
違
反
行

為
、
反
則
金
の
額
等
を
掲
載
す
る
。
チ
ラ

シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
市
の
窓
口
や
各

施
設
に
配
置
し
、
市
民
へ
の
浸
透
を
図
っ

て
い
く
。

ご
み
処
理
場
に
つ
い
て

　
　
　過
去
最
大
の
公
共
事
業
と
な
る
。

財
政
上
の
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

（
対
象
経
費
１
／
３
補
助
）、
過
疎
対
策
事

業
債
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
国
・
県

と
協
議
中
で
あ
る
。
不
足
分
は
、
一
般
廃

棄
物
処
理
事
業
債
も
視
野
に
入
れ
る
。
令

和
12
年
度
が
歳
出
の
ピ
ー
ク
で
、
基
金
の

活
用
も
想
定
し
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

問問問 答答答

問問 答答

磯部竜太郎

事
業
承
継
で
地
域
企
業
を

次
世
代
に
残
す
た
め
の
支

援
策
に
つ
い
て

　

大桃　俊彦

今
こ
そ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

︵
Ｄ
Ｃ
︶
誘
致
を
魚
沼
市
へ

大平　恭児

新
幹
線
騒
音
問
題
の
早
期

解
決
を

本田　　篤

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
︵
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
︶の
環
境
＆
健
康
対
策
は

問
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　11月20日に本庁舎議場にて、中学生議会が開催されました。市内各中学校３年生の代表12人が議員となり、
10人が一般質問に登壇しました。中学生議会は、中学生が地方自治について学習する中で、市政や市議会を
より身近に感じてもらい、政治への関心を高めることを目的に開催しており、今年で９回目となります。生徒
の皆さんは、７月に行った事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に臨みました。当日は、大人顔負け
の視点で、魚沼市をより良くするための提言や再質問を市長や教育長に対して堂々と述べました。この体験が、
郷土愛の醸成につながることを期待します。

令和７年度
　　中学生議会を開催しました
令和７年度
　　中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　只
見
線
の
各
駅
に
は
改
札

機
が
な
く
、
無
賃
乗
車
を
す

る
人
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
私
た

ち
中
学
生
が
﹁
魚
沼
市
只
見
線
に
み
ん

な
で
手
を
ふ
ろ
う
条
例
﹂
に
則
り
活
動

し
て
も
乗
客
が
快
く
思
わ
な
か
っ
た

り
、
地
域
住
民
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
改
札
機
を
導
入
し
、
只
見
線
の
活
性

化
に
努
め
な
い
か
。

　Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
の
鉄
道

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
多
く
の
駅

で
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
鉄
道

を
利
用
す
る
人
た
ち
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
只
見
線
は
、
全
国
に
誇
れ
る
本

市
の
観
光
資
源
で
も
あ
り
、
多
く
の
人

た
ち
か
ら
本
市
を
訪
れ
利
用
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
市
内
の
駅
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
れ
ば
、
只
見
線
の
活

性
化
と
と
も
に
観
光
誘
客
の
促
進
を
図

る
う
え
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
市
内
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
全
て

の
駅
で
Ｉ
Ｃ
改
札
へ
の
対
応
が
で
き
な

い
。
市
内
の
各
駅
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
対
応

改
札
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
活
動
を
続
け
る
。

問答
只
見
線
の
活
性
化
に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

佐
藤

　結
翔 

議
員

佐
藤

　結
翔 

議
員

ゆ
い
と

ゆ
い
と

　将
来
の
進
学
で
、
市
内
に

大
学
や
専
門
学
校
は
な
い
た

め
、
市
外
に
通
学
す
る
か
ア
パ
ー
ト
を

借
り
る
し
か
な
い
。
家
賃
や
生
活
費
も

上
が
っ
て
い
て
、
家
計
に
大
き
な
負
担

を
か
け
て
し
ま
う
。
奨
学
金
も
あ
る
が
、

働
い
て
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

て
も
不
安
で
あ
る
。

　①
魚
沼
市
の
奨
学
金
は
、
貸
与
型
で

あ
り
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　②
将
来
も
魚
沼
市
で
生
活
を
希
望
す

る
若
者
に
対
す
る
魅
力
あ
る
企
業
の
Ｐ

Ｒ
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
、
取
組

を
行
っ
て
い
る
か
。

　①
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
に
返
還
が
免
除
さ
れ

る
﹁
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
奨
学
金
﹂
の

周
知
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生

を
支
援
す
る
。

　②
中
学
１
年
生
を
対
象
に
﹃﹁
ま
ち
﹂

の
仕
事
発
見
塾
﹄
を
開
催
し
、
市
内
の

企
業
や
仕
事
の
魅
力
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。
企
業
が
自
ら
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
際
の
支
援
と
し
て
、
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
職

場
体
験
な
ど
、
若
い
世
代
が
魚
沼
市
の

企
業
に
関
心
を
持
ち
、﹁
こ
の
ま
ち
で

働
き
た
い
﹂﹁
暮
ら
し
た
い
﹂
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問答
住
み
続
け
ら
れ
る
魚
沼
市
に

つ
い
て

湯
之
谷
中
学
校

湯
之
谷
中
学
校

樋
口

　大
翔 

議
員

樋
口

　大
翔 

議
員

ひ
ろ
と

ひ
ろ
と

　魚
沼
市
の
人
口
は
、
今
後

も
減
少
が
続
く
と
考
え
ら
れ
、

小
中
学
校
の
統
合
が
進
み
廃
校
と
な
る

校
舎
の
活
用
が
課
題
と
な
る
。
反
面
、

大
き
な
空
間
や
教
室
等
、
広
い
校
庭
や

駐
車
場
、
ま
た
、
耐
震
構
造
の
建
物
と

し
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　①
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
の
活
用
、
今

後
廃
校
に
な
る
で
あ
ろ
う
校
舎
の
活
用

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　②
廃
校
の
利
活
用
に
関
し
、
現
在

行
っ
て
い
る
計
画
、
今
後
の
考
え
は
ど

う
か
。

　①
廃
校
と
な
っ
た
施
設
は
、

他
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

市
民
や
民
間
事
業
者
を
交
え
新
た
な
利

活
用
策
を
検
討
す
る
。

　②
新
た
な
利
活
用
策
が
な
い
中
で
の

建
物
の
存
続
は
、
将
来
に
負
担
を
先
送

り
す
る
と
判
断
し
、
旧
入
広
瀬
中
学
校

は
令
和
８
年
度
に
解
体
す
る
方
針
と
し

た
。
旧
原
小
学
校
は
、
民
間
事
業
者
の

撤
退
で
旧
校
舎
棟
は
埋
蔵
文
化
財
の
保

管
場
所
、
旧
体
育
館
棟
は
野
球
の
屋
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
今
後
活
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

問答
廃
校
の
活
用
に
つ
い
て

広
神
中
学
校

広
神
中
学
校

遠
藤

　汰
晟 

議
員

遠
藤

　汰
晟 

議
員

た
い
せ
い

た
い
せ
い

　魚沼国際雪合戦は、1989年（平
成元年）に始まった、魚沼の冬を
代表するイベントです。
　スポーツ雪合戦の起源とされる
「昭和新山国際雪合戦」と並び、
日本で最も歴史ある雪合戦大会の
一つです。

歴　史

　魚沼国際雪合戦の主催は、「小
出雪まつり実行委員会」です。実
行委員長の魚沼市商工会長を中心
に、魚沼市・スノーパーク小出・
魚沼市商工会青年部・魚沼青年会
議所・魚沼市観光協会・旧小出町
の各町内会など、小出地域に関わ
る団体を中心に構成されています。
　雪合戦は魚沼市商工会青年部と
魚沼市が中心となって運営しま
す。雪合戦前夜祭は魚沼青年会議
所が担当で、小出スキーカーニバル
はスノーパーク小出が担当します。

組織体制

　ここ近年はボランティアの確保
に苦労しています。是非市民の皆
様にもボランティアとして携わっ
て頂けると嬉しいです。そして、
商工会青年部も少子化に伴って人
数の減少が見込まれるため、将来
的には青年部を中心とした運営体
制にも不安を抱いています。

課　題

　現在、備品の更新が十分に追い
ついていません。2019年に「小
出国際雪合戦」から、現在の名称
に変更となりましたが、会場の備
品や商店街に飾られている旗など
には、旧名称が入ったものがまだ
使用されており、更新が追いつい
ていないのが現状です。公式キャ
ラクター「雪だるマン」の着ぐる
みも経年劣化が著しく、ボランテ
ィアが着用することも負担となっ
ていますが、一体何十万円もする
着ぐるみを気軽に買い替える予算
の確保は難しいです。
　雪合戦に限らず、魚沼市への誘
客の目玉となるイベントについ
て、備品の更新や整備に対する市
からの支援を希望します。こうし
た支援があれば、より魅力的なイ
ベントの開催につながり、多くの
お客様を市に呼び込むことができ
ると考えます。
　これからも全国の皆様から長き
に亘って愛され続けるイベントと
して継続させていく為にも、ご理
解とご協力をお願いしたいです。

魚沼市や
　議会への要望　昨年は約150チームの定員が

12月中に締め切られました。今
年は約200チームが定員ですが、
取材が行われた12月24日時点
で、すでに定員の約9割に達して
います。南は鹿児島からの申込も
あり、全国各地からの参加が見込
まれます。昨年は甲子園に出場し
た現役高校球児が出場し、大会は
大いに盛り上がりました。
　また「国際」という名称にふさ
わしく、国際大学の学生や市内企
業の技能実習生などの参加も年々
増えています。
　そして、雪合戦前夜祭は募集開
始からわずか2日で100人の定員に
達するほどの大人気イベントです。

エントリー状況

　国際雪合戦は、小出町のまちおこし事業の一環として小出ボランティアセンターで始まり、NHKテレビで放映さ
れました。その後、小出郷響きの森公園を会場に歴史を重ね、令和８年２月で36回目を迎えます。今では、国際大
学や技能実習生の皆さんや九州・関西からの参加もあり、魚沼市の冬の代表的な事業として定着しています。この事
業を持続発展させるには、準備・運営スタッフの確保が課題とされています。課題克服のためボランティアを募り、
魚沼市の活性化につなげていきたいと感じました。　

魚沼国際雪合戦
実行委員会

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、
ざっくばらんに語り合うコー
ナーです。
　第24回目は、魚沼国際雪合
戦実行委員会の皆さんからお
話を伺いました。

取材しての感想

No.24
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　11月20日に本庁舎議場にて、中学生議会が開催されました。市内各中学校３年生の代表12人が議員となり、
10人が一般質問に登壇しました。中学生議会は、中学生が地方自治について学習する中で、市政や市議会を
より身近に感じてもらい、政治への関心を高めることを目的に開催しており、今年で９回目となります。生徒
の皆さんは、７月に行った事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に臨みました。当日は、大人顔負け
の視点で、魚沼市をより良くするための提言や再質問を市長や教育長に対して堂々と述べました。この体験が、
郷土愛の醸成につながることを期待します。

令和７年度
　　中学生議会を開催しました
令和７年度
　　中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　只
見
線
の
各
駅
に
は
改
札

機
が
な
く
、
無
賃
乗
車
を
す

る
人
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
私
た

ち
中
学
生
が
﹁
魚
沼
市
只
見
線
に
み
ん

な
で
手
を
ふ
ろ
う
条
例
﹂
に
則
り
活
動

し
て
も
乗
客
が
快
く
思
わ
な
か
っ
た

り
、
地
域
住
民
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
改
札
機
を
導
入
し
、
只
見
線
の
活
性

化
に
努
め
な
い
か
。

　Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
の
鉄
道

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
多
く
の
駅

で
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
鉄
道

を
利
用
す
る
人
た
ち
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
只
見
線
は
、
全
国
に
誇
れ
る
本

市
の
観
光
資
源
で
も
あ
り
、
多
く
の
人

た
ち
か
ら
本
市
を
訪
れ
利
用
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
市
内
の
駅
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
れ
ば
、
只
見
線
の
活

性
化
と
と
も
に
観
光
誘
客
の
促
進
を
図

る
う
え
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
市
内
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
全
て

の
駅
で
Ｉ
Ｃ
改
札
へ
の
対
応
が
で
き
な

い
。
市
内
の
各
駅
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
対
応

改
札
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
活
動
を
続
け
る
。

問答
只
見
線
の
活
性
化
に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

佐
藤

　結
翔 

議
員

佐
藤

　結
翔 

議
員

ゆ
い
と

ゆ
い
と

　将
来
の
進
学
で
、
市
内
に

大
学
や
専
門
学
校
は
な
い
た

め
、
市
外
に
通
学
す
る
か
ア
パ
ー
ト
を

借
り
る
し
か
な
い
。
家
賃
や
生
活
費
も

上
が
っ
て
い
て
、
家
計
に
大
き
な
負
担

を
か
け
て
し
ま
う
。
奨
学
金
も
あ
る
が
、

働
い
て
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

て
も
不
安
で
あ
る
。

　①
魚
沼
市
の
奨
学
金
は
、
貸
与
型
で

あ
り
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　②
将
来
も
魚
沼
市
で
生
活
を
希
望
す

る
若
者
に
対
す
る
魅
力
あ
る
企
業
の
Ｐ

Ｒ
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
、
取
組

を
行
っ
て
い
る
か
。

　①
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
に
返
還
が
免
除
さ
れ

る
﹁
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
奨
学
金
﹂
の

周
知
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生

を
支
援
す
る
。

　②
中
学
１
年
生
を
対
象
に
﹃﹁
ま
ち
﹂

の
仕
事
発
見
塾
﹄
を
開
催
し
、
市
内
の

企
業
や
仕
事
の
魅
力
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。
企
業
が
自
ら
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
際
の
支
援
と
し
て
、
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
職

場
体
験
な
ど
、
若
い
世
代
が
魚
沼
市
の

企
業
に
関
心
を
持
ち
、﹁
こ
の
ま
ち
で

働
き
た
い
﹂﹁
暮
ら
し
た
い
﹂
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問答
住
み
続
け
ら
れ
る
魚
沼
市
に

つ
い
て

湯
之
谷
中
学
校

湯
之
谷
中
学
校

樋
口

　大
翔 

議
員

樋
口

　大
翔 

議
員

ひ
ろ
と

ひ
ろ
と

　魚
沼
市
の
人
口
は
、
今
後

も
減
少
が
続
く
と
考
え
ら
れ
、

小
中
学
校
の
統
合
が
進
み
廃
校
と
な
る

校
舎
の
活
用
が
課
題
と
な
る
。
反
面
、

大
き
な
空
間
や
教
室
等
、
広
い
校
庭
や

駐
車
場
、
ま
た
、
耐
震
構
造
の
建
物
と

し
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　①
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
の
活
用
、
今

後
廃
校
に
な
る
で
あ
ろ
う
校
舎
の
活
用

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　②
廃
校
の
利
活
用
に
関
し
、
現
在

行
っ
て
い
る
計
画
、
今
後
の
考
え
は
ど

う
か
。

　①
廃
校
と
な
っ
た
施
設
は
、

他
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

市
民
や
民
間
事
業
者
を
交
え
新
た
な
利

活
用
策
を
検
討
す
る
。

　②
新
た
な
利
活
用
策
が
な
い
中
で
の

建
物
の
存
続
は
、
将
来
に
負
担
を
先
送

り
す
る
と
判
断
し
、
旧
入
広
瀬
中
学
校

は
令
和
８
年
度
に
解
体
す
る
方
針
と
し

た
。
旧
原
小
学
校
は
、
民
間
事
業
者
の

撤
退
で
旧
校
舎
棟
は
埋
蔵
文
化
財
の
保

管
場
所
、
旧
体
育
館
棟
は
野
球
の
屋
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
今
後
活
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

問答
廃
校
の
活
用
に
つ
い
て

広
神
中
学
校

広
神
中
学
校

遠
藤

　汰
晟 

議
員

遠
藤

　汰
晟 

議
員

た
い
せ
い

た
い
せ
い

　魚沼国際雪合戦は、1989年（平
成元年）に始まった、魚沼の冬を
代表するイベントです。
　スポーツ雪合戦の起源とされる
「昭和新山国際雪合戦」と並び、
日本で最も歴史ある雪合戦大会の
一つです。

歴　史

　魚沼国際雪合戦の主催は、「小
出雪まつり実行委員会」です。実
行委員長の魚沼市商工会長を中心
に、魚沼市・スノーパーク小出・
魚沼市商工会青年部・魚沼青年会
議所・魚沼市観光協会・旧小出町
の各町内会など、小出地域に関わ
る団体を中心に構成されています。
　雪合戦は魚沼市商工会青年部と
魚沼市が中心となって運営しま
す。雪合戦前夜祭は魚沼青年会議
所が担当で、小出スキーカーニバル
はスノーパーク小出が担当します。

組織体制

　ここ近年はボランティアの確保
に苦労しています。是非市民の皆
様にもボランティアとして携わっ
て頂けると嬉しいです。そして、
商工会青年部も少子化に伴って人
数の減少が見込まれるため、将来
的には青年部を中心とした運営体
制にも不安を抱いています。

課　題

　現在、備品の更新が十分に追い
ついていません。2019年に「小
出国際雪合戦」から、現在の名称
に変更となりましたが、会場の備
品や商店街に飾られている旗など
には、旧名称が入ったものがまだ
使用されており、更新が追いつい
ていないのが現状です。公式キャ
ラクター「雪だるマン」の着ぐる
みも経年劣化が著しく、ボランテ
ィアが着用することも負担となっ
ていますが、一体何十万円もする
着ぐるみを気軽に買い替える予算
の確保は難しいです。
　雪合戦に限らず、魚沼市への誘
客の目玉となるイベントについ
て、備品の更新や整備に対する市
からの支援を希望します。こうし
た支援があれば、より魅力的なイ
ベントの開催につながり、多くの
お客様を市に呼び込むことができ
ると考えます。
　これからも全国の皆様から長き
に亘って愛され続けるイベントと
して継続させていく為にも、ご理
解とご協力をお願いしたいです。

魚沼市や
　議会への要望　昨年は約150チームの定員が

12月中に締め切られました。今
年は約200チームが定員ですが、
取材が行われた12月24日時点
で、すでに定員の約9割に達して
います。南は鹿児島からの申込も
あり、全国各地からの参加が見込
まれます。昨年は甲子園に出場し
た現役高校球児が出場し、大会は
大いに盛り上がりました。
　また「国際」という名称にふさ
わしく、国際大学の学生や市内企
業の技能実習生などの参加も年々
増えています。
　そして、雪合戦前夜祭は募集開
始からわずか2日で100人の定員に
達するほどの大人気イベントです。

エントリー状況

　国際雪合戦は、小出町のまちおこし事業の一環として小出ボランティアセンターで始まり、NHKテレビで放映さ
れました。その後、小出郷響きの森公園を会場に歴史を重ね、令和８年２月で36回目を迎えます。今では、国際大
学や技能実習生の皆さんや九州・関西からの参加もあり、魚沼市の冬の代表的な事業として定着しています。この事
業を持続発展させるには、準備・運営スタッフの確保が課題とされています。課題克服のためボランティアを募り、
魚沼市の活性化につなげていきたいと感じました。　

魚沼国際雪合戦
実行委員会

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、
ざっくばらんに語り合うコー
ナーです。
　第24回目は、魚沼国際雪合
戦実行委員会の皆さんからお
話を伺いました。

取材しての感想
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　民主政治は、社会科で学習していると思います。議会制民主主義の
現場がまさにこの議場であります。対立と合意、公立と公正、個人の
尊重と法の支配などに着目し、課題を追及したり、解決をしたりする
学習活動がこの中学生議会であると思います。質問に上がっていた内
容は、魚沼市議会でも取り上げられる問題であり、ふるさとの課題を
よく調べていて感心しました。同時に、魚沼市を大切に思う心もたく
さん伝わってきました。学校や社会の課題は、こうすれば解決できる
という絶対的な正解があるわけでなく、そのときの状況に応じ合意で
きた最適解を、様々な考え方を持つ多様な人と協働的に粘り強く取り
組むことが必要だと思っています。だからこそ、問い続け、話し合う
という力がますます大事になると思っています。皆さんが進む道にお
いて探求し続ける姿勢を持ち、様々な実体験を通し世界を広げていっ
て欲しいと願っています。皆さんのこれからの活躍に期待します。

堀之内中学校 堀之内中学校

関　　優心 議長

ゆうし

緊張感が漂う議場で、
堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を務めたのはこのお二人です。

参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

松井　結菜 議長

ゆいな

　ク
ラ
ブ
化
で
他
校
と
の
か

か
わ
り
の
増
加
、
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
、
先
生
方
も
仕
事
に
専
念
で

き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

送
迎
が
忙
し
い
、
ク
ラ
ブ
の
レ
ベ
ル
が

上
が
る
な
ど
の
理
由
で
、
ク
ラ
ブ
に
入

ら
な
い
人
や
あ
き
ら
め
る
人
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
い
人
も
多
く
い
る
。

　①
前
述
し
た
理
由
で
ク
ラ
ブ
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
競
技
人
口
が
減
少
し

て
い
る
事
実
を
確
認
し
て
い
る
か
。
こ

の
事
実
を
ど
う
考
え
る
か
。

　②
平
日
３
日
、
休
日
１
日
を
ク
ラ
ブ

活
動
に
充
て
ら
れ
る
指
導
者
は
少
な

い
。
指
導
経
験
の
あ
る
指
導
者
で
な
い

と
チ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
は
厳
し
い
。
指

導
者
確
保
の
困
難
さ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　①
現
１
年
生
の
地
域
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
率
が
低
い
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
は
、
学
校
を

離
れ
、
多
種
多
様
な
﹁
や
り
た
い
こ
と
﹂

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
る
。

　②
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団

体
と
協
力
し
、
専
門
的
な
指
導
が
で
き

る
人
材
を
発
掘
し
、
活
用
す
る
体
制
を

整
え
て
い
く
。

問答
地
域
ク
ラ
ブ
化
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

小
出
中
学
校

小
出
中
学
校

岡
部

　茉
希 

議
員

岡
部

　茉
希 

議
員

ま

　き

ま

　き

　今
年
の
ク
マ
被
害
は
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
。
安
全

な
学
校
生
活
、
家
庭
生
活
を
守
る
た
め

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
強
化
し
て

ほ
し
い
。
私
た
ち
が
ク
マ
に
遭
遇
し
た

際
の
対
処
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
野
生

動
物
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　放
置
し
て
い
る
ク
ル
ミ
、

栗
、
柿
の
木
を
伐
採
し
、
ク

マ
が
人
里
に
出
没
し
に
く
い
環
境
の
整

備
や
、
柿
の
実
を
放
置
せ
ず
、
収
穫
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
防
災
無
線
・

防
災
ラ
ジ
オ
・
回
覧
文
書
で
周
知
を
し
、

今
年
か
ら
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ク
マ

の
出
没
を
知
ら
せ
て
い
る
。
朝
夕
の
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
、
出
没
の
多
い
場
所
に

わ
な
の
設
置
等
を
行
い
、
ク
マ
に
よ
る

事
故
の
防
止
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問答
ク
マ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

兜
森

　桃
里 

議
員

兜
森

　桃
里 

議
員

か
ぶ
と
も
り

か
ぶ
と
も
り

も
も
り

も
も
り

　魚
沼
市
で
は
、
人
口
減
少

に
伴
い
空
き
家
が
増
え
て
い

る
。
特
に
、
昔
か
ら
の
住
宅
街
や
山
間

部
に
あ
る
空
き
家
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
。
景
観
の
悪
化
や
防
犯
面

で
の
不
安
、
地
域
の
活
気
が
失
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
県

内
の
自
治
体
で
は
、
空
き
家
の
活
用
事

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
湯
沢
町
は
、

旅
館
を
改
装
し
、
企
業
を
誘
致
し
て
い

る
。
佐
渡
市
は
、
店
舗
等
に
改
装
し
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
魚

沼
市
で
も
、
空
き
家
を
活
用
し
た
取
組

を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　空
き
家
を
商
業
施
設
等
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
事
例

は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
空
き
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
域
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
空
き

家
対
策
で
あ
る
。
市
で
は
、
空
き
家
や

空
き
店
舗
を
活
用
し
新
た
に
起
業
す
る

事
業
者
に
対
し
、
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
制
度
を
利
用
し
事
業

を
展
開
す
る
事
業
者
が
増
え
る
よ
う
、

関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
空
き
家
の

解
消
と
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問答
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

広
神
中
学
校

広
神
中
学
校

佐
野

　直
幸 

議
員

佐
野

　直
幸 

議
員

　遊
戯
場
や
プ
ー
ル
を
併
設

し
、
冬
期
間
や
雨
天
時
に
利

用
で
き
る
室
内
運
動
場
を
備
え
た
総
合

体
育
施
設
の
建
設
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
を
隣
接
さ
せ
、

学
校
や
医
療
機
関
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
を

整
備
す
る
。
高
速
道
路
や
新
幹
線
の
利

便
性
を
生
か
し
、
主
要
大
会
を
誘
致
で

き
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
を
望
む
。

　①
行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
都
市

計
画
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
総
合
体
育
施
設
の
建
設
の
課
題
や

見
通
し
は
ど
う
か
。

　①
現
在
、
都
市
機
能
を
中

心
拠
点
に
集
め
、
暮
ら
し
や

す
く
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
既
存
施
設
等
を
有
効

に
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
魚
沼

ら
し
い
魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
場
を
整
え

て
い
き
た
い
。

　②
当
面
、
今
あ
る
施
設
を
最
大
限
に

有
効
利
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
進
め
て

い
る
。
よ
り
広
域
な
視
点
で
近
隣
の
市

町
の
施
設
を
一
緒
に
利
用
す
る
方
法
で

協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答
若
者
が
集
ま
り
、
住
み
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
総
合

体
育
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

髙
橋

　風
碧 

議
員

髙
橋

　風
碧 

議
員

ふ
う
あ

ふ
う
あ

　国
内
最
高
品
質
の
﹁
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
を
生
産
す

る
魚
沼
市
に
と
っ
て
、
米
の
品
質
低
下

は
大
打
撃
と
な
る
。
全
国
各
地
で
、
気

候
変
動
に
よ
る
農
業
被
害
が
発
生
し
、

対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
今
、

魚
沼
市
が
﹁
魚
沼
の
米
﹂
を
守
る
た
め

に
立
ち
上
が
る
と
き
で
は
な
い
か
。

　①
気
候
変
動
に
、
ど
う
立
ち
向
か
う

の
か
。

　②
米
の
品
質
低
下
、
供
給
や
流
通
の

滞
り
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
歯
止
め
を

か
け
る
の
か
。　①

渇
水
時
の
地
下
水
利
用

で
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る

た
め
、
令
和
８
年
度
に
簡
易
井
戸
の
整

備
実
現
に
向
け
、
土
地
改
良
区
と
調
整

を
進
め
て
い
る
。
冬
場
の
雪
を
渇
水
期

の
水
資
源
と
し
て
活
用
す
る
方
策
も
、

市
役
所
内
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　②
品
質
低
下
は
、
関
係
機
関
の
技
術

指
導
の
も
と
、
早
生
、
晩
生
品
種
の
組

合
せ
で
収
穫
時
期
の
分
散
を
図
り
、
適

期
収
穫
で
品
質
向
上
に
つ
な
げ
る
生
産

者
の
取
組
を
支
援
す
る
。
供
給
や
流
通

の
滞
り
は
、
魚
沼
市
農
業
再
生
協
議
会

に
お
い
て
米
の
需
要
量
を
調
査
し
た
う

え
で
、
今
後
、
生
産
者
に
対
し
て
米
の

生
産
目
安
数
量
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
米

の
品
質
低
下
対
策
に
つ
い
て

湯
之
谷
中
学
校

湯
之
谷
中
学
校

瀬
下

　高
志 

議
員

瀬
下

　高
志 

議
員

た
か
し

た
か
し

　ふ
る
さ
と
納
税
額
や
観
光

客
数
の
増
加
、
流
出
人
口
の

抑
制
の
た
め
、
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
が
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
が

増
え
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

と
思
う
。

　①
施
設
の
利
用
や
合
宿
誘
致
な
ど
、

利
用
促
進
の
工
夫
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
集
客

の
工
夫
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
。

　①﹁
こ
こ
い
ら
﹂
で
は
、
地

域
が
主
体
と
な
り
、
近
隣
の

商
店
街
と
連
携
し
た
交
流
を
生
み
出
す

催
し
を
実
施
し
て
い
る
。
整
備
中
の﹁
に

ぎ
わ
い
創
造
拠
点
﹂
は
、
若
者
の
中
心

市
街
地
へ
の
回
遊
を
目
指
し
た
取
組
と

の
連
携
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
出
店

支
援
を
進
め
、
人
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
い

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　②
本
市
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め

全
国
に
誇
れ
る
﹁
食
﹂
の
魅
力
が
備
わ
っ

て
お
り
、﹁
食
﹂
に
結
び
付
け
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
民
間
事
業
者

の
方
々
か
ら
集
客
面
で
の
工
夫
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

問答
魚
沼
の
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
工
夫

に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

山
田

　結
唯 

議
員

山
田

　結
唯 

議
員

ゆ

　い

ゆ

　い

　私
は
、
自
然
豊
か
で
住
み

や
す
い
魚
沼
市
が
好
き
だ
が
、

ス
ー
パ
ー
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
街
の

住
み
心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
︵
新

潟
版
︶
で
第
一
位
で
あ
る
新
潟
市
中
央

区
の
住
み
や
す
い
理
由
に
、
徒
歩
圏
内

で
ス
ー
パ
ー
に
行
け
る
と
あ
っ
た
。

　①
市
内
で
買
い
物
が
し
に
く
く
な
っ

た
高
齢
者
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　②
今
後
も
ス
ー
パ
ー
が
減
る
と
し
た

ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
か
。

　①
車
両
の
燃
料
経
費
の
一

部
を
補
助
し
、
市
街
地
か
ら

離
れ
た
地
区
へ
移
動
販
売
車
に
出
向
い

て
も
ら
う
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。
運

転
免
許
が
な
い
人
の
交
通
手
段
は
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
で
市
街
地
ま
で
の
乗
入
便

を
運
行
し
て
い
る
。
小
出
地
域
周
辺
で

は
﹁
の
る
ー
と
﹂
の
運
行
を
開
始
し
、

移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
に
対
す
る
不

便
さ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
や
、
週
２
回
の
昼

食
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販

売
の
利
用
促
進
が
挙
げ
ら
れ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

問答
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

小
出
中
学
校

小
出
中
学
校

星

　
　紗
梨 

議
員

星

　
　紗
梨 

議
員

さ

　な

さ

　な

な
お
ゆ
き

な
お
ゆ
き
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　民主政治は、社会科で学習していると思います。議会制民主主義の
現場がまさにこの議場であります。対立と合意、公立と公正、個人の
尊重と法の支配などに着目し、課題を追及したり、解決をしたりする
学習活動がこの中学生議会であると思います。質問に上がっていた内
容は、魚沼市議会でも取り上げられる問題であり、ふるさとの課題を
よく調べていて感心しました。同時に、魚沼市を大切に思う心もたく
さん伝わってきました。学校や社会の課題は、こうすれば解決できる
という絶対的な正解があるわけでなく、そのときの状況に応じ合意で
きた最適解を、様々な考え方を持つ多様な人と協働的に粘り強く取り
組むことが必要だと思っています。だからこそ、問い続け、話し合う
という力がますます大事になると思っています。皆さんが進む道にお
いて探求し続ける姿勢を持ち、様々な実体験を通し世界を広げていっ
て欲しいと願っています。皆さんのこれからの活躍に期待します。

堀之内中学校 堀之内中学校

関　　優心 議長

ゆうし

緊張感が漂う議場で、
堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を務めたのはこのお二人です。

参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

松井　結菜 議長

ゆいな

　ク
ラ
ブ
化
で
他
校
と
の
か

か
わ
り
の
増
加
、
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
、
先
生
方
も
仕
事
に
専
念
で

き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

送
迎
が
忙
し
い
、
ク
ラ
ブ
の
レ
ベ
ル
が

上
が
る
な
ど
の
理
由
で
、
ク
ラ
ブ
に
入

ら
な
い
人
や
あ
き
ら
め
る
人
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
い
人
も
多
く
い
る
。

　①
前
述
し
た
理
由
で
ク
ラ
ブ
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
競
技
人
口
が
減
少
し

て
い
る
事
実
を
確
認
し
て
い
る
か
。
こ

の
事
実
を
ど
う
考
え
る
か
。

　②
平
日
３
日
、
休
日
１
日
を
ク
ラ
ブ

活
動
に
充
て
ら
れ
る
指
導
者
は
少
な

い
。
指
導
経
験
の
あ
る
指
導
者
で
な
い

と
チ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
は
厳
し
い
。
指

導
者
確
保
の
困
難
さ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　①
現
１
年
生
の
地
域
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
率
が
低
い
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
は
、
学
校
を

離
れ
、
多
種
多
様
な
﹁
や
り
た
い
こ
と
﹂

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
る
。

　②
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団

体
と
協
力
し
、
専
門
的
な
指
導
が
で
き

る
人
材
を
発
掘
し
、
活
用
す
る
体
制
を

整
え
て
い
く
。

問答
地
域
ク
ラ
ブ
化
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

小
出
中
学
校

小
出
中
学
校

岡
部

　茉
希 

議
員

岡
部

　茉
希 

議
員

ま

　き

ま

　き

　今
年
の
ク
マ
被
害
は
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
。
安
全

な
学
校
生
活
、
家
庭
生
活
を
守
る
た
め

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
強
化
し
て

ほ
し
い
。
私
た
ち
が
ク
マ
に
遭
遇
し
た

際
の
対
処
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
野
生

動
物
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　放
置
し
て
い
る
ク
ル
ミ
、

栗
、
柿
の
木
を
伐
採
し
、
ク

マ
が
人
里
に
出
没
し
に
く
い
環
境
の
整

備
や
、
柿
の
実
を
放
置
せ
ず
、
収
穫
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
防
災
無
線
・

防
災
ラ
ジ
オ
・
回
覧
文
書
で
周
知
を
し
、

今
年
か
ら
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ク
マ

の
出
没
を
知
ら
せ
て
い
る
。
朝
夕
の
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
、
出
没
の
多
い
場
所
に

わ
な
の
設
置
等
を
行
い
、
ク
マ
に
よ
る

事
故
の
防
止
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問答
ク
マ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

兜
森

　桃
里 

議
員

兜
森

　桃
里 

議
員

か
ぶ
と
も
り

か
ぶ
と
も
り

も
も
り

も
も
り

　魚
沼
市
で
は
、
人
口
減
少

に
伴
い
空
き
家
が
増
え
て
い

る
。
特
に
、
昔
か
ら
の
住
宅
街
や
山
間

部
に
あ
る
空
き
家
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
。
景
観
の
悪
化
や
防
犯
面

で
の
不
安
、
地
域
の
活
気
が
失
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
県

内
の
自
治
体
で
は
、
空
き
家
の
活
用
事

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
湯
沢
町
は
、

旅
館
を
改
装
し
、
企
業
を
誘
致
し
て
い

る
。
佐
渡
市
は
、
店
舗
等
に
改
装
し
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
魚

沼
市
で
も
、
空
き
家
を
活
用
し
た
取
組

を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　空
き
家
を
商
業
施
設
等
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
事
例

は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
空
き
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
域
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
空
き

家
対
策
で
あ
る
。
市
で
は
、
空
き
家
や

空
き
店
舗
を
活
用
し
新
た
に
起
業
す
る

事
業
者
に
対
し
、
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
制
度
を
利
用
し
事
業

を
展
開
す
る
事
業
者
が
増
え
る
よ
う
、

関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
空
き
家
の

解
消
と
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問答
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

広
神
中
学
校

広
神
中
学
校

佐
野

　直
幸 

議
員

佐
野

　直
幸 

議
員

　遊
戯
場
や
プ
ー
ル
を
併
設

し
、
冬
期
間
や
雨
天
時
に
利

用
で
き
る
室
内
運
動
場
を
備
え
た
総
合

体
育
施
設
の
建
設
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
を
隣
接
さ
せ
、

学
校
や
医
療
機
関
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
を

整
備
す
る
。
高
速
道
路
や
新
幹
線
の
利

便
性
を
生
か
し
、
主
要
大
会
を
誘
致
で

き
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
を
望
む
。

　①
行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
都
市

計
画
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
総
合
体
育
施
設
の
建
設
の
課
題
や

見
通
し
は
ど
う
か
。

　①
現
在
、
都
市
機
能
を
中

心
拠
点
に
集
め
、
暮
ら
し
や

す
く
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
既
存
施
設
等
を
有
効

に
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
魚
沼

ら
し
い
魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
場
を
整
え

て
い
き
た
い
。

　②
当
面
、
今
あ
る
施
設
を
最
大
限
に

有
効
利
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
進
め
て

い
る
。
よ
り
広
域
な
視
点
で
近
隣
の
市

町
の
施
設
を
一
緒
に
利
用
す
る
方
法
で

協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答
若
者
が
集
ま
り
、
住
み
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
総
合

体
育
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

髙
橋

　風
碧 

議
員

髙
橋

　風
碧 

議
員

ふ
う
あ

ふ
う
あ

　国
内
最
高
品
質
の
﹁
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
を
生
産
す

る
魚
沼
市
に
と
っ
て
、
米
の
品
質
低
下

は
大
打
撃
と
な
る
。
全
国
各
地
で
、
気

候
変
動
に
よ
る
農
業
被
害
が
発
生
し
、

対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
今
、

魚
沼
市
が
﹁
魚
沼
の
米
﹂
を
守
る
た
め

に
立
ち
上
が
る
と
き
で
は
な
い
か
。

　①
気
候
変
動
に
、
ど
う
立
ち
向
か
う

の
か
。

　②
米
の
品
質
低
下
、
供
給
や
流
通
の

滞
り
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
歯
止
め
を

か
け
る
の
か
。　①

渇
水
時
の
地
下
水
利
用

で
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る

た
め
、
令
和
８
年
度
に
簡
易
井
戸
の
整

備
実
現
に
向
け
、
土
地
改
良
区
と
調
整

を
進
め
て
い
る
。
冬
場
の
雪
を
渇
水
期

の
水
資
源
と
し
て
活
用
す
る
方
策
も
、

市
役
所
内
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　②
品
質
低
下
は
、
関
係
機
関
の
技
術

指
導
の
も
と
、
早
生
、
晩
生
品
種
の
組

合
せ
で
収
穫
時
期
の
分
散
を
図
り
、
適

期
収
穫
で
品
質
向
上
に
つ
な
げ
る
生
産

者
の
取
組
を
支
援
す
る
。
供
給
や
流
通

の
滞
り
は
、
魚
沼
市
農
業
再
生
協
議
会

に
お
い
て
米
の
需
要
量
を
調
査
し
た
う

え
で
、
今
後
、
生
産
者
に
対
し
て
米
の

生
産
目
安
数
量
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
米

の
品
質
低
下
対
策
に
つ
い
て

湯
之
谷
中
学
校

湯
之
谷
中
学
校

瀬
下

　高
志 

議
員

瀬
下

　高
志 

議
員

た
か
し

た
か
し

　ふ
る
さ
と
納
税
額
や
観
光

客
数
の
増
加
、
流
出
人
口
の

抑
制
の
た
め
、
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
が
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
が

増
え
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

と
思
う
。

　①
施
設
の
利
用
や
合
宿
誘
致
な
ど
、

利
用
促
進
の
工
夫
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
集
客

の
工
夫
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
。

　①﹁
こ
こ
い
ら
﹂
で
は
、
地

域
が
主
体
と
な
り
、
近
隣
の

商
店
街
と
連
携
し
た
交
流
を
生
み
出
す

催
し
を
実
施
し
て
い
る
。
整
備
中
の﹁
に

ぎ
わ
い
創
造
拠
点
﹂
は
、
若
者
の
中
心

市
街
地
へ
の
回
遊
を
目
指
し
た
取
組
と

の
連
携
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
出
店

支
援
を
進
め
、
人
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
い

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　②
本
市
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め

全
国
に
誇
れ
る
﹁
食
﹂
の
魅
力
が
備
わ
っ

て
お
り
、﹁
食
﹂
に
結
び
付
け
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
民
間
事
業
者

の
方
々
か
ら
集
客
面
で
の
工
夫
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

問答
魚
沼
の
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
工
夫

に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

山
田

　結
唯 

議
員

山
田

　結
唯 

議
員

ゆ

　い

ゆ

　い

　私
は
、
自
然
豊
か
で
住
み

や
す
い
魚
沼
市
が
好
き
だ
が
、

ス
ー
パ
ー
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
街
の

住
み
心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
︵
新

潟
版
︶
で
第
一
位
で
あ
る
新
潟
市
中
央

区
の
住
み
や
す
い
理
由
に
、
徒
歩
圏
内

で
ス
ー
パ
ー
に
行
け
る
と
あ
っ
た
。

　①
市
内
で
買
い
物
が
し
に
く
く
な
っ

た
高
齢
者
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　②
今
後
も
ス
ー
パ
ー
が
減
る
と
し
た

ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
か
。

　①
車
両
の
燃
料
経
費
の
一

部
を
補
助
し
、
市
街
地
か
ら

離
れ
た
地
区
へ
移
動
販
売
車
に
出
向
い

て
も
ら
う
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。
運

転
免
許
が
な
い
人
の
交
通
手
段
は
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
で
市
街
地
ま
で
の
乗
入
便

を
運
行
し
て
い
る
。
小
出
地
域
周
辺
で

は
﹁
の
る
ー
と
﹂
の
運
行
を
開
始
し
、

移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
に
対
す
る
不

便
さ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
や
、
週
２
回
の
昼

食
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販

売
の
利
用
促
進
が
挙
げ
ら
れ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

問答
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

小
出
中
学
校

小
出
中
学
校

星

　
　紗
梨 

議
員

星

　
　紗
梨 

議
員

さ

　な

さ

　な

な
お
ゆ
き

な
お
ゆ
き
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10
月
23
日
・
11
月
11
日
・
12
月
10
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
95
号

問

　他
の
自
治
体
で
は
い
つ
頃
か
ら
定
め

ら
れ
て
い
た
の
か
。

答

　緊
急
消
防
援
助
隊
の
関
係
は
、
国
か

ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
ほ
ぼ
一

斉
に
な
る
。
救
急
救
命
士
は
、
他
の
自
治

体
の
引
き
上
げ
が
確
認
さ
れ
、
今
回
引
き

上
げ
た
。

議
案
第
96
号

問

　た
き
火
と
野
焼
き
の
違
い
は
何
か
。

答

　消
防
で
は
、
燃
や
す
行
為
を
し
た
際

に
、火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
が
出
る
と
か
、

火
災
と
間
違
え
る
よ
う
な
火
が
出
る
際
の

届
出
を
規
定
し
て
い
る
。

議
案
第
１
０
１
号

　議
会
か
ら
も
提
言
書
を
提
出
し
て
い

る
。
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
を
し
な
が
ら
実
施
計
画
を

進
め
て
ほ
し
い
。

議
案
第
１
０
２
号
〜
１
０
７
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　定
員
管
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

②
　財
政
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
に
つ
い
て

④
　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
︵
案
︶
に

つ
い
て

⑤
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

⑥
　魚
沼
市
特
定
居
住
促
進
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

⑦
　市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望

事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑧
　こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
合
併
特
例
債

充
当
事
業
に
つ
い
て

⑨
　市
有
地
公
売
２
回
目
入
札
結
果
に
つ

い
て

⑩
　令
和
７
年
度
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練

の
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑪
　魚
沼
市
自
然
災
害
に
伴
う
破
棄
物
処

理
費
等
補
助
金
概
要
に
つ
い
て

⑫
　救
急
車
出
動
中
の
走
行
不
能
︵
車
輪

脱
落
事
故
︶
に
つ
い
て

⑬
　旧
慣
使
用
に
つ
い
て

⑭
　ク
マ
の
出
没
状
況
に
つ
い
て

⑮
　魚
沼
市
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

⑯
　魚
沼
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

⑰
　魚
沼
市
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画

︵
第
３
期
︶
の
策
定
に
つ
い
て

⑱
　魚
沼
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
の
改
正
に
つ

い
て

⑲
　第
３
期
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

⑳
　空
き
家
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

㉑
　下
島
地
内
建
物
収
去
土
地
明
渡
し
請

求
訴
訟
の
経
過
に
つ
い
て

㉒
　突
風
被
害
に
係
る
廃
棄
物
処
理
費
等

補
助
金
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

　①
か
ら
㉒
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

10
月
７
日
・
22
日
・
11
月
11
日
・
21
日
・

12
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
第
４
号

問

　新
潟
県
と
阿
賀
野
川
流
域
の
自
治
体

以
外
で
も
同
様
の
請
願
採
択
が
あ
る
の
か
。

答

　現
在
、
12
月
議
会
で
同
様
の
動
き
は

あ
る
が
、
採
択
さ
れ
た
と
い
う
情
報
は
ま

だ
な
い
。

陳
情
第
１
号

問

　公
立
・
私
立
の
定
員
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

　県
立
高
校
の
定
員
は
、
毎
年
の
中
学

３
年
生
の
人
数
や
倍
率
を
基
に
県
教
育
委

員
会
が
調
整
し
削
減
し
て
い
る
。
私
立
の

定
員
は
、
民
間
の
経
営
に
県
は
関
与
で
き

な
い
。

発
議
第
４
号
、
議
案
第
97
号
〜
１
１
１
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　現
地
調
査
に
つ
い
て
︵
魚
沼
市
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
う
か
じ
園
︶

②
　魚
沼
市
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
在

り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
に
つ
い
て

④
　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
︵
案
︶
に

つ
い
て

⑤
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

⑥
　民
生
児
童
・
児
童
委
員
の
改
選
に
つ

い
て

⑦
　魚
沼
市
第
７
期
障
が
い
者
計
画
・
第

８
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が
い

児
計
画
に
つ
い
て

⑧
　魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
10
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑨
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
正
面
階
段
の
改

修
に
つ
い
て

⑩
　旧
入
広
瀬
中
学
校
解
体
工
事
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑪
　魚
沼
市
こ
ど
も
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

⑫
　第
３
次
魚
沼
市
環
境
基
本
計
画
の
素

案
に
つ
い
て

⑬
　第
３
次
魚
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

⑭
　第
２
次
魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画

の
素
案
に
つ
い
て

⑮
　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑯
　第
２
次
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
計
画
策
定
に
つ
い
て

⑰
　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
負
担
に

つ
い
て

⑱
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の
改
定

に
つ
い
て

⑲
　魚
沼
市
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
︵
改

訂
︶
に
つ
い
て

⑳
　魚
沼
市
地
域
医
療
計
画
策
定
に
つ
い
て

㉑
　令
和
８
年
度
以
降
の
け
ん
診
会
場
の

変
更
に
つ
い
て

㉒
　権
利
を
放
棄
し
た
医
師
等
修
学
資
金

の
不
納
欠
損
処
分
及
び
基
金
へ
の
補
填
に

つ
い
て

㉓
　第
３
次
魚
沼
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
つ
い
て

㉔
　第
２
次
魚
沼
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
に
つ
い
て

㉕
　市
税
の
滞
納
処
分
及
び
滞
納
処
分
の

執
行
の
停
止
に
つ
い
て

㉖
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

　①
か
ら
㉖
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

10
月
14
日
・
11
月
18
日
・
12
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
第
３
号

　

問

　市
内
４
つ
の
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
昨

年
度
の
免
税
軽
油
の
免
税
額
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答

　全
て
の
ス
キ
ー
場
を
調
べ
て
い
な
い

が
、
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場
は
５
万
７
０

０
ℓ
、
薬
師
ス
キ
ー
場
は
平
日
営
業
し
て

い
な
い
こ
と
と
期
間
も
少
し
ず
れ
る
影
響

も
あ
り
８
，
０
０
０
ℓ
で
、
こ
れ
に
１
ℓ

当
た
り
の
免
税
額
32
円
10
銭
を
乗
じ
た
額

で
あ
る
。

議
案
第
99
号
〜
１
１
９
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
の
検
討
に
つ
い
て

問

　今
回
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
み
で

あ
る
が
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
と
い
う

考
え
は
な
い
の
か
。

答

　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
４

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
４
年
後
ま
で
現

行
使
用
料
で
運
営
で
き
る
と
判
断
し
て
い

る
。
水
道
料
金
は
、
今
回
値
上
げ
せ
ず
４

年
後
の
値
上
げ
と
な
る
と
、
値
上
げ
幅
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
改
定
率
を
最
小

限
に
抑
え
た
方
針
案
と
し
た
。

問

　４
年
に
１
回
の
改
定
で
、
単
年
度
収

支
は
、
令
和
10
年
か
ら
赤
字
に
な
る
が
、

内
部
留
保
を
見
る
と
今
年
度
は
約
３
億

２
，
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
資
本
的
収
支

の
中
で
内
部
留
保
し
て
い
る
が
、
基
準
は

あ
る
の
か
。

答

　内
部
留
保
は
、
突
発
的
な
対
応
と
し

て
約
３
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
基
準
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

②
　魚
沼
市
有
ス
キ
ー
場
に
対
す
る
令
和

10
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

④
　雪
国
観
光
会
館
解
体
に
伴
う
債
務
負

担
行
為
の
設
定
に
つ
い
て

⑤
　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
の
答
申
に
つ
い
て

⑥
　

 

新
法
人
設
立
準
備
会
の
報
告
に
つ

い
て
︵
ス
キ
ー
場
︶

⑦
　

 

水
の
郷
工
業
団
地
へ
の
立
地
に
関

す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

⑧
　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑨
　

 

現
地
調
査
に
つ
い
て
︵
に
ぎ
わ
い

創
造
拠
点
︶

　①
か
ら
⑨
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

総
務
委
員
会
報
告

先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！ 行政視察報告行政視察報告行政視察報告
市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。

〔11月４日〜５日〕総 務 委 員 会総 務 委 員 会

「リフレッシュ氷川」
スマホサロンについて

ChatGPT に関する調査研究
事業について

川場村の地域づくり及び移住
定住について

　高齢者の「わからない」に寄り
添う伴走型支援は、地域社会の信
頼形成にも寄与している。都市部
である渋谷区でもデジタル格差は
存在し、地方自治体と共通の課題
を抱えている。防災や生活支援と
デジタル学習を組み合わせる手法
は、魚沼市でも応用可能である。
行政主導ではなく、市民参加型・
協働型で運営されている点が特徴
的であった。

　行政 DX に加え、市民サービ
ス向上に直結する AI 活用を重視
している。研修・ガイドライン整
備・試行実験の 3 段階導入は実
務的で参考になる。PDCA サイ
クルを明確にし、旧サービスから
新サービスへの移行がスムーズで
ある。AI 活用が職員の負担軽減
と市民利便性向上の両立に寄与し
ている。研究と運用を並行して実
施する柔軟性が高い。

　魚沼市に当てはめると、魚沼も農
業＋観光＋森林資源の三要素が揃っ
ており、川場村のモデルは非常に参
考になる。特に、民間指定管理＋地
方債＋一般財源という財源構成と、
指定管理者が運営にあたるガバナン
ス体制は、魚沼市側でも慎重に検討
すべき「仕組み」である。都市部（世
田谷区）との交流モデルは、「魚沼
市 × 都市部企業・住民」との連携
のヒントになる。

❶東京都渋谷区❶東京都渋谷区 ❷埼玉県戸田市 ❷埼玉県戸田市 ❸群馬県川場村❸群馬県川場村

産
業
建
設
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告



1617 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

10
月
23
日
・
11
月
11
日
・
12
月
10
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
95
号

問

　他
の
自
治
体
で
は
い
つ
頃
か
ら
定
め

ら
れ
て
い
た
の
か
。

答

　緊
急
消
防
援
助
隊
の
関
係
は
、
国
か

ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
ほ
ぼ
一

斉
に
な
る
。
救
急
救
命
士
は
、
他
の
自
治

体
の
引
き
上
げ
が
確
認
さ
れ
、
今
回
引
き

上
げ
た
。

議
案
第
96
号

問

　た
き
火
と
野
焼
き
の
違
い
は
何
か
。

答

　消
防
で
は
、
燃
や
す
行
為
を
し
た
際

に
、火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
が
出
る
と
か
、

火
災
と
間
違
え
る
よ
う
な
火
が
出
る
際
の

届
出
を
規
定
し
て
い
る
。

議
案
第
１
０
１
号

　議
会
か
ら
も
提
言
書
を
提
出
し
て
い

る
。
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
を
し
な
が
ら
実
施
計
画
を

進
め
て
ほ
し
い
。

議
案
第
１
０
２
号
〜
１
０
７
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　定
員
管
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

②
　財
政
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
に
つ
い
て

④
　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
︵
案
︶
に

つ
い
て

⑤
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

⑥
　魚
沼
市
特
定
居
住
促
進
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

⑦
　市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望

事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑧
　こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
合
併
特
例
債

充
当
事
業
に
つ
い
て

⑨
　市
有
地
公
売
２
回
目
入
札
結
果
に
つ

い
て

⑩
　令
和
７
年
度
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練

の
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑪
　魚
沼
市
自
然
災
害
に
伴
う
破
棄
物
処

理
費
等
補
助
金
概
要
に
つ
い
て

⑫
　救
急
車
出
動
中
の
走
行
不
能
︵
車
輪

脱
落
事
故
︶
に
つ
い
て

⑬
　旧
慣
使
用
に
つ
い
て

⑭
　ク
マ
の
出
没
状
況
に
つ
い
て

⑮
　魚
沼
市
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

⑯
　魚
沼
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

⑰
　魚
沼
市
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画

︵
第
３
期
︶
の
策
定
に
つ
い
て

⑱
　魚
沼
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
の
改
正
に
つ

い
て

⑲
　第
３
期
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

⑳
　空
き
家
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

㉑
　下
島
地
内
建
物
収
去
土
地
明
渡
し
請

求
訴
訟
の
経
過
に
つ
い
て

㉒
　突
風
被
害
に
係
る
廃
棄
物
処
理
費
等

補
助
金
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

　①
か
ら
㉒
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

10
月
７
日
・
22
日
・
11
月
11
日
・
21
日
・

12
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
第
４
号

問

　新
潟
県
と
阿
賀
野
川
流
域
の
自
治
体

以
外
で
も
同
様
の
請
願
採
択
が
あ
る
の
か
。

答

　現
在
、
12
月
議
会
で
同
様
の
動
き
は

あ
る
が
、
採
択
さ
れ
た
と
い
う
情
報
は
ま

だ
な
い
。

陳
情
第
１
号

問

　公
立
・
私
立
の
定
員
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

　県
立
高
校
の
定
員
は
、
毎
年
の
中
学

３
年
生
の
人
数
や
倍
率
を
基
に
県
教
育
委

員
会
が
調
整
し
削
減
し
て
い
る
。
私
立
の

定
員
は
、
民
間
の
経
営
に
県
は
関
与
で
き

な
い
。

発
議
第
４
号
、
議
案
第
97
号
〜
１
１
１
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　現
地
調
査
に
つ
い
て
︵
魚
沼
市
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
う
か
じ
園
︶

②
　魚
沼
市
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
在

り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
に
つ
い
て

④
　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
︵
案
︶
に

つ
い
て

⑤
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

⑥
　民
生
児
童
・
児
童
委
員
の
改
選
に
つ

い
て

⑦
　魚
沼
市
第
７
期
障
が
い
者
計
画
・
第

８
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が
い

児
計
画
に
つ
い
て

⑧
　魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
10
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑨
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
正
面
階
段
の
改

修
に
つ
い
て

⑩
　旧
入
広
瀬
中
学
校
解
体
工
事
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑪
　魚
沼
市
こ
ど
も
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

⑫
　第
３
次
魚
沼
市
環
境
基
本
計
画
の
素

案
に
つ
い
て

⑬
　第
３
次
魚
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

⑭
　第
２
次
魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画

の
素
案
に
つ
い
て

⑮
　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑯
　第
２
次
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
計
画
策
定
に
つ
い
て

⑰
　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
負
担
に

つ
い
て

⑱
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の
改
定

に
つ
い
て

⑲
　魚
沼
市
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
︵
改

訂
︶
に
つ
い
て

⑳
　魚
沼
市
地
域
医
療
計
画
策
定
に
つ
い
て

㉑
　令
和
８
年
度
以
降
の
け
ん
診
会
場
の

変
更
に
つ
い
て

㉒
　権
利
を
放
棄
し
た
医
師
等
修
学
資
金

の
不
納
欠
損
処
分
及
び
基
金
へ
の
補
填
に

つ
い
て

㉓
　第
３
次
魚
沼
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
つ
い
て

㉔
　第
２
次
魚
沼
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
に
つ
い
て

㉕
　市
税
の
滞
納
処
分
及
び
滞
納
処
分
の

執
行
の
停
止
に
つ
い
て

㉖
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

　①
か
ら
㉖
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

10
月
14
日
・
11
月
18
日
・
12
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

　事
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
第
４
回
定
例

会
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
第
３
号

　

問

　市
内
４
つ
の
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
昨

年
度
の
免
税
軽
油
の
免
税
額
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答

　全
て
の
ス
キ
ー
場
を
調
べ
て
い
な
い

が
、
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場
は
５
万
７
０

０
ℓ
、
薬
師
ス
キ
ー
場
は
平
日
営
業
し
て

い
な
い
こ
と
と
期
間
も
少
し
ず
れ
る
影
響

も
あ
り
８
，
０
０
０
ℓ
で
、
こ
れ
に
１
ℓ

当
た
り
の
免
税
額
32
円
10
銭
を
乗
じ
た
額

で
あ
る
。

議
案
第
99
号
〜
１
１
９
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
の
検
討
に
つ
い
て

問

　今
回
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
み
で

あ
る
が
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
と
い
う

考
え
は
な
い
の
か
。

答

　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
４

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
４
年
後
ま
で
現

行
使
用
料
で
運
営
で
き
る
と
判
断
し
て
い

る
。
水
道
料
金
は
、
今
回
値
上
げ
せ
ず
４

年
後
の
値
上
げ
と
な
る
と
、
値
上
げ
幅
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
改
定
率
を
最
小

限
に
抑
え
た
方
針
案
と
し
た
。

問

　４
年
に
１
回
の
改
定
で
、
単
年
度
収

支
は
、
令
和
10
年
か
ら
赤
字
に
な
る
が
、

内
部
留
保
を
見
る
と
今
年
度
は
約
３
億

２
，
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
資
本
的
収
支

の
中
で
内
部
留
保
し
て
い
る
が
、
基
準
は

あ
る
の
か
。

答

　内
部
留
保
は
、
突
発
的
な
対
応
と
し

て
約
３
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
基
準
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

②
　魚
沼
市
有
ス
キ
ー
場
に
対
す
る
令
和

10
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て

③
　行
政
視
察
の
総
括
に
つ
い
て

④
　雪
国
観
光
会
館
解
体
に
伴
う
債
務
負

担
行
為
の
設
定
に
つ
い
て

⑤
　水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
の
答
申
に
つ
い
て

⑥
　

 

新
法
人
設
立
準
備
会
の
報
告
に
つ

い
て
︵
ス
キ
ー
場
︶

⑦
　

 

水
の
郷
工
業
団
地
へ
の
立
地
に
関

す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

⑧
　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑨
　

 

現
地
調
査
に
つ
い
て
︵
に
ぎ
わ
い

創
造
拠
点
︶

　①
か
ら
⑨
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

総
務
委
員
会
報
告

先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！ 行政視察報告行政視察報告行政視察報告
市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。

〔11月４日〜５日〕総 務 委 員 会総 務 委 員 会

「リフレッシュ氷川」
スマホサロンについて

ChatGPT に関する調査研究
事業について

川場村の地域づくり及び移住
定住について

　高齢者の「わからない」に寄り
添う伴走型支援は、地域社会の信
頼形成にも寄与している。都市部
である渋谷区でもデジタル格差は
存在し、地方自治体と共通の課題
を抱えている。防災や生活支援と
デジタル学習を組み合わせる手法
は、魚沼市でも応用可能である。
行政主導ではなく、市民参加型・
協働型で運営されている点が特徴
的であった。

　行政 DX に加え、市民サービ
ス向上に直結する AI 活用を重視
している。研修・ガイドライン整
備・試行実験の 3 段階導入は実
務的で参考になる。PDCA サイ
クルを明確にし、旧サービスから
新サービスへの移行がスムーズで
ある。AI 活用が職員の負担軽減
と市民利便性向上の両立に寄与し
ている。研究と運用を並行して実
施する柔軟性が高い。

　魚沼市に当てはめると、魚沼も農
業＋観光＋森林資源の三要素が揃っ
ており、川場村のモデルは非常に参
考になる。特に、民間指定管理＋地
方債＋一般財源という財源構成と、
指定管理者が運営にあたるガバナン
ス体制は、魚沼市側でも慎重に検討
すべき「仕組み」である。都市部（世
田谷区）との交流モデルは、「魚沼
市 × 都市部企業・住民」との連携
のヒントになる。

❶東京都渋谷区❶東京都渋谷区 ❷埼玉県戸田市 ❷埼玉県戸田市 ❸群馬県川場村❸群馬県川場村

産
業
建
設
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告



1819 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

令和７年度 第２回 市民の声を聞く会令和７年度 第２回 市民の声を聞く会
〜 議 会 報 告 会 〜〜 議 会 報 告 会 〜

皆さんからの皆さんからの皆さんからの声声声ををを大切大切大切ににに

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民

の声を聞く会（議会報告会）を10月31日に堀之

内地域の「原ふるさと会館」と守門地域の「守

門高齢者センター白石荘」の２会場で開催しま

した。参加者の皆さまからいただいた貴重なご

意見は、各担当委員会で協議し、今後の市政運

営に反映していくよう取り組んでまいります。

いただいたご意見の一部を紹介します。

名称変更による経済効果はどのくら
いか。

山間部の人たちが不便となり中心部
と格差がでるのはよくない。

冬期に向け空き家の安全性が心配だ。

名称変更で変化はあったのか。

獣対策に苦慮している。電気柵も
ありがたいが補助金の増額をお願
いする。

河川からの出没時の対策をお願い
する。

乗合タクシーの増
便を含め改善を要
望する。

今後の利用の方向性を聞かせて

ほしい。

基幹病院までの交
通の便をなんとか
してほしい。

小規模農家にも目を向けてほしい。

事業の拡大をしてほしい。

管理されていない家屋周辺の除雪を省
き必要箇所に集中してほしい。

歩道の除雪を早くしてほしい。
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総務委員会総務委員会 福祉文教委員会福祉文教委員会
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魚沼インターの名称変更について

中心部との格差について

空き家対策について

獣対策について

公共交通について

渇水対策について

除雪について

旧原小学校等の活用について
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除雪について

旧原小学校等の活用について

〔11月12日〜13日〕産業建設委員会産業建設委員会

〔10月29日〜30日〕福祉文教委員会福祉文教委員会

PFI 事業による総合体育館の整備について

富山型デイサービスに
ついて

富山型デイサービス施設
NPO法人 しおんの家

「ワインツーリズムやまなし」
ブランディングの取組について

産学連携の取組について

　「する」「みる」「ささえる」が明確となった館内の構造は背景・趣旨か
ら導き出した明確なコンセプトが体現されていた。プレイヤーが充実した
活動ができる館内設備、観客が見やすいように意匠を凝らした体育館のデ
ザイン、繊維のまちであるかほく市らしさを織り込んだ紡ぐデザインと、
細部までのこだわりが徹底されていた。

　富山市は富山型福祉サービ
ス推進特区を認定している。民
間の求めるスピード感ではな
かったかもしれないが、条例や
規則を見直す等の後方支援を
的確に行っていると感じた。
　行政が旗を振って立ち上
げたものではなく、民間の熱
量に行政が応えた事例で
あった。

　中庭で楽しそうに歌を歌ってい
た利用者の姿が富山型デイサービ
スの魅力そのものであったと感じ
た。高齢者だけでなく、乳幼児、
障がい者（児）を一体として受け
入れ、共生を実現することにより、
高齢者が目を輝かせて、笑顔で過
ごす姿は福祉の理想である。一方
で、事業者や職員の方の処遇を改
善できる制度設計の必要性を感じた。

❶石川県かほく市❶石川県かほく市

❷富山県富山市❷富山県富山市

❶山梨県甲州市❶山梨県甲州市 ❷長野県小諸市❷長野県小諸市

❸富山県富山市❸富山県富山市

　介護を受ける高齢者、発達障がい
を持つ子ども、地域のボランティア
が一緒におやつを作ったり、歌を
歌ったりする姿が見られた。支援す
る・されるという関係ではなく、「共
に生きる関係」が自然に生まれてい
た。少子高齢化・核家族化が進む現
代社会において、こうして「人の温
もりを感じられる空間」は地域の再
生にもつながると感じた。

富山型デイサービス施設 NPO法人
デイサービス このゆびとーまれ

❹富山県富山市❹富山県富山市

　民間主導で生産者・市・大学と連携することで、
参加者への土地・風土・文化など五感を駆使して
理解を求めている。旧宿場町でもあり、接客等は
慣れており、トラブルは少ない。参加者自らプラ
ンを立て行動する
のも特徴だ。地域
の活性化には、民
間主導で、行政は
サポート役に回る
のが持続的な事業
につながる。

　温暖化による産地の移動によるワインのブラン
ド化、産学との連携による農業振興、鹿肉ペット
フードの商品化など成果を上げている。
　また、今話題の野生動物への取組は10年前に遡
るが、専門員の導入により全国に先駆けて野生鳥
獣対策実施隊（ガバメ
ントハンター）を危機
管理課に置き、行政を
中心に対策し、被害の
軽減につとめ成果をあ
げている。

ぶどうの丘 小諸義塾記念館
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　「今
年
は
大
雪
だ
。」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
長
続
き
せ
ず
に
今
度
は
10

年
に
1
度
レ
ベ
ル
の
「
高
温

予
報
」。
そ
の
予
報
ど
お
り

師
走
と
は
思
え
な
い
日
々
が

続
き
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　昨
年
は
コ
メ
騒
動
、
大
阪
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博
、
統
計
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も

暑
か
っ
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夏
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そ
し
て
ク
マ

騒
動
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多
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来
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が
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り
ま
し
た
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ク
マ
に
つ
い

て
は
本
市
に
お
い
て
も
10
月

に
県
内
初
の
緊
急
銃
猟
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
新
潟
県
猟

友
会
が
導
入
し
た
独
自
の
技

能
認
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村
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た
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迅
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な
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き
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り
ま
し
た
。
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と
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え
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「
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ン
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マ
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の
議
会
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よ
り
発
行
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あ
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1
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後
の
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覧
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。
半
世
紀
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上
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私
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ち
に
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顔
を
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ま
し
た
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ろ
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ろ
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再
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と
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す
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境
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C o n t e n t s

守門岳の大雪庇

峠のブナの新緑荒沢岳の万年雪（10月）

大平の湧水（軟水） 光を求めるフキノトウ

謹
賀
新
年
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写真を添付のうえ、

メールにてお送りください。

　魚沼市議会では、議会だよりの表紙に「魚沼の宝」シリー
ズとして、魚沼市が将来に残していきたい景観や、魚沼の
歴史・文化・魅力が伝わる写真を掲載しています。
　このたび、「魚沼の宝」シリーズに使用する写真を市民
の皆さまから公募いたします。
　四季折々の美しい風景、日常の中でふと心に残る風景、
地域に受け継がれてきた文化や営みなど、「これこそ魚沼
の宝だ」と感じる一枚を、ぜひご応募ください。
　皆さま一人ひとりの視点で切り取られた写真が、魚沼の
魅力を次の世代へ伝える力になります。
　たくさんのご応募をお待ちしております。

応 募 方 法

メールアドレス

魚沼市議会
表紙写真を公募します。

だよりの
表紙写真を公募します。

だよりの魚沼市議会

魚沼市の宝シリーズ③魚沼市の宝シリーズ③

おおひらおおひら


